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 報告書 当協会 日本 団 事業助 金を受け 和 度 実施した 水
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新基準 仕様策定 水路分 国際的 動向全般 情報を収集す 航海

安全確保 可欠 電子海図 世界的 普及 進 た 技術協力 人材育 等 面

国 指 的地位を強化す 海洋 安全確保 国際的 連携 確保及び

国際協力 推進 献す 大陸棚 画定や海底地形 称 登録 国 海洋権

益 確保 寄 す す  

 和 度 つ 会議 参加しました 国際水路機関 作業計画や予算を審議した 国

際水路機関総会 東ア ア地域 国際協力等 つい 討議した 東ア ア水路委員会運営

委員会(EAHC SC) 東ア ア海洋空間デ タ基盤ワ キン ル プ会議(EAHC MSDIWG)

航海安全情報 航海者へ 提供体制 強化 つい 検討す 世界航行警報 委員会

(WWNWS) 海図 基準面や潮汐 均水面 流 関す 技術的 調整や勧告を検討す

潮汐 水準 海流作業部会 TWCWG 水路測 技術者及び海図作 者 能力基準 関す

国際委員会 IBSC ワ ップ す  

 各位 まし 報告 参考 幸甚 す  
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Ⅰ 国際水路機関総会 

The third International Hydrographic Organization Assembly  

 

 会議 称  第 回国際水路機関総会 
 開催期間  和 日 火 ～ 日 金   

 開催地   公会堂 Grimaldi Forum 公国  

 出席者 

．  日  

海 保 庁海洋情報部 

藤  之  海 保 庁海洋情報部海洋情報部長 

中林 茂   海 保 庁海洋情報部情報管理課長 

金  賢太郎 海 保 庁海洋情報部国際業務室長  

岡  千明  海 保 庁海洋情報部海洋情報 析調整官 

外務省 

松井  国際 力局 専門機関室長 

 虎 在仏日 国大使館 一等書記官 

一般 団法人日 水路 会 

伊藤 孝  術   

宅 武治  事業企画部長  

．  各国出席者  盟国 参  

 

 総会日程  

．  議長 副議長 選出 

総会 開会 立 事務局長 歓迎 挨拶 述 後 議長 ン Ms. Pia Dahl  

Højg-aard 事前 通常 手 選出さ い 報告 参 者 盛大 拍手

持 新議長 迎え入 議長 副議長 ン Ms. Pia Dahl Højg-aard 選

出さ い 報告  

 

．  理事会活動報告 提案 討議 

． ．  理事会活動 関 報告書 

理事会議長 理事会 第 4 回会合 Hydrographic Interest 定義 い 引 議

論 用語 改訂定義 策定 関心 持 当事者 対 関 一 統合さ

提案 作成 目的 非公式 参 び  

さ 過去 提案や 総会や会議 成果 関連資料 見直

検討 提案さ 目標 第 6回理事会 第 3回総会 新 い提案 準備

新型 ン COVID-19 2022 関 者

直接会う 2020-2023 理事会 解散 議題 理事会

第 6回会合 終了 詳細 解決策 策定さ 後 理事会 再び 提

案さ 理事会 利害関 者 定義改訂 成案 作成 提出

議題 保留 総会 勧告  

事務局長 第 3回総会 新 い理事会 設立さ 間 理事会 式 解散

理事会 保留 う勧告 Hydrographic Interest 定義 い 前進 方法 見

問題 式 終了 さ 明 問題 盟国 新
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提案 あ 場合 総会 理事会 い 議題 明 あ

 

議長 盟国 新 提出物 提案 理事会 総会 提出さ Hyd 

rographic Interest 水路 利益 定義 改訂 関 項目 閉 立場 支

持 意 結論付  

 

． ．  作業計画 1 事務局長 概要報告書 

事務局長 政府 良好 関 え 多 国際機関 強力 力関

関連 会議 参 い 報告 あ 海洋 ン 関

ン ョン 好評 ン ン 諮問 参 者 海洋 ン 様々

ョン 使用 ン 提供 可 活動 あ 理

解 役立  

WMO 最新 標準 基 気象 立 いう課題 直

面 S-100 基 S-4xx 製品 様書 使用

決定 S-100 ワ 普 役立 う  

2022 6 IHO 国連海洋会議 初 積極的 献 水路測 い 幅広い活動

支援 各国 発展さ 役立 いう ン 開催

国際測 士連盟 FIG び国際地 会 ICA 力 地 製作者や測 士

ン 目的 合 業界 術的 変 対応 う 努

 

特定 組 出向者 提供 日 韓国 感

謝 述  

世界 幅広い変 対応 IHO 近 ほ 変 強調 機構

専門 進 歓迎 事務局長 事 祝辞 述  

 

． ．  S-100 実施 関 報告書 

理事会議長 S-100 関 新 い包括的 決議 入 ECDIS 性能基準 関

新 い IMO 決議 合意さ 施行日 参考 2020  2030  S-100 実施 10 

間 示さ 概念 経路 包含 述  

3 前 第 2回 IHO総会 い 韓国 S-100 実施要素 含 IHO決議 更新 提案

想起 ン ン ン 機関 実施 視

S-100実施 特定 要素 結び 包括的 決議 必要 あ 明  

2026 S-100 ECDIS 運用開始さ 際 S-100 ENC 十 率 適

S-100 製品 び 期待さ 強調 あ 理事会 認

総会 提案さ 決議案 認 う要請さ  

総会議長 IHO-100実施戦略 対応 う 附属書 称 数 変更

う編 提案 含 S-100実施 関 新 い決議 認  

 

． ．  戦略計画 実施 見直 関 報告書 

事務局長 2022 国際海事機関 IMO 電子海 表示情報 ECDIS 性

能基準 ECDIS 適 実施 ン S-100 機能 含 改訂案 認 2026 1 1 日

S-100対応 ECDIS 段階 入 決定 IMO 決定 設定さ

期待 応え 盟国 び関 者 S-100 S-98 S-164 S-128 開発
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さ 運用版 様 使用中 S-101 電子航海 ENC う

要 目標 2026 1 1日 S-57ENC 在 場所 可能 限 S-101

ENC あ 述  

慎 検討 析 結果 海洋空間 基 MSDI 地域 び国際 力 支援

進 構築 現実的 各国 努力 複 断さ 替案

IHO IHO ン ン 既 提供さ い う

情報層 焦点 当 提案さ  

理事会 策定さ 戦略的 ン 指標 進捗 成 測定 十 あ

考え 2027 2032 実施さ 戦略的 ン 準備 開始 う勧告

 

英国 現段階 作 地域水路委員会 RHC 通

国や地域  MSDI 支援 焦点 当 あ 述  

米国 戦略計画 実施 関 提案 支持  3 間 約束さ S-

100 製品 び いう IHO ョン 実現 要 期間 戦略計画

作業計画 成果物 間 要 連結性 強調  

ン 戦略的計画 見直 実施案 支持 IHO S-100 実施 焦点 当

特 要 あ 発言  

 

． ．  IHO文書 び ョン 使用さ ン 含 言語 

議長 第 2回総会 い 総会 事務局長 対 ン 含 言語 使用 関

IHO 基 文書 び決議 包括的 実施 IHO 出版物 M-1 び M-3 改訂案

第 3回総会 提出 IHO 文書 び通信 い 関連国連 ン 実

施 向 IHO 進捗状況 視 第 3回総会 報告 う課 想起さ  

総会 IHO文書 通信 使用さ ン 含 言葉 関 IHO決議 1/2020 修

案 認 IHO 事務局 指示 最初 M-1 ン 含 言

葉 実施 IHO 委員会 委員会 作業部会 新 い I

HO決議 適用 参照条件 手 規則 見直 う 要請  

日 提案 支持 東 水路委員会 規約 改 性 含 言語 使用

規定 言 日 地域水路委員会 新 い IHO 決議 適用

規約 手 規則 見直 う求 提案  

米国 IHO ン 等 公 水路 女性 ン ワ ン

ン 強 支持  

 

． ．  IHO 規則 改定 関 報告書 

事務局長 IHO 規則 改定 提案 IHO 事務局職員 健康保険 退職金制度

関連 行わ 再編成 端 発 い 述 提案さ 主 変更 1  

IHO職員 常時利用 ョン ワ 入 あ 提案

理事会 務委員会 認さ  

総会 IHO 職員規則 改訂 必要性 留意 IHO 出版物 M-7 職員規則 改訂案 認

2023 7 1日 新 い第 9.0.0版 発効さ いう提案 支持  

． ．  S-130 地球 海域 多角的 区  

事務局長 第 2 回総会 任 術機関 水路業務標準 委員会  HSSC 新

い S-130 Polygonal Demarcations of Global Sea Areas Product Specification 開発
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う い 設置さ S-130 S-130PT 11 ン

HSSC 認さ 活動 HSSC 第 14回 ョン い S-130

PT 議長 S-130 製品 様書 Edition 1.0.0 2023 6 HSSC15 提出 認 得

Edition 2.0 向 関連 初期実装 び 2023 完了

進捗報告 い Edition 1.0.0 2023 完了 2.0.0 版 権威あ S-130

2024 5 6 HSSC16 提出さ 認さ 後第 8回理事会 報告さ

定 あ  

HSSC 議長 あ ン S-130 Edition 1.0.0 既 提出さ 2023 6 HS

SC15 立  IHO 利用可能 発言  

日 提案 支持 表明 事務局長 誠実 努力 寛大 支援 大

感謝 表明  

 

． ．  連邦 盟国資格 剥奪  

提案 連邦 軍事侵略 対 IHO 盟国資格 奪 関 議論

行わ IHO 規約 連 2 間 献 払い 外 理 盟国 資格 停

在 い 総会 う 能力 い 結論  

ン IHO 盟国 あ 欧州連合 盟国 表 声明 発表

国民 全面的 連帯 表明 彼 連邦 対 行動 停

撤退 う求 さ 連邦 人権 含 国際法 尊

い 述 ン 彼 声明 議事録 転載 要請  

米国 連邦 対 いわ い 法 戦 出来事 人 的大

惨事 引 起 最 強い言葉 非難 米国 黒海 び 海 船員

商業船舶 び海洋環境 全 確保 あ ゆ 努力 対 全面的 支持 表明 さ

武力紛 伴う状況 い 合法的 水路業務 び活動 進さ 要 あ

表明 武力紛 う 活動 妨 い 指摘さ 地域 海洋活動

う 最 迅 方法 連邦 法 戦 直 終わ

軍隊 撤退さ あ  

欧州連合 EU 盟国 い ン 声明 支持

表明  

日 法 支配 基 国際秩序 根幹 揺 連邦 行動 影響 い 懸念

表明 日 攻撃 い 地域 民間船舶 海 全 剣 考え 連邦

行動 非難 日 和 環境 戻 希望 い  

英国 欧州連合 盟国 い ン 声明 支持 述 英国

戦 全面的 支持 表明  

中国 国 連帯 強 悪影響 回避 力 求 彼  

IHO 政府間 術諮問機関 あ 政治的 組織 い 述  

総会 IHO 条約 IHO 一般規則 2 連 出金 払い 外 理 盟国 IHO

盟国 停 規定 い い 議長 明 留意  

 

． ．  IHO 極水路委員会 HCA 一般規則第 8 条 条項 e 改訂 

IHO- 極水路委員会 HCA 一般規則第 8 条 条項 e 改訂 提案

提案 HCA 会員 資格基準 大 IHO 盟国  HCA 活動 積極的 参

う 目的 い 現行 (e) 会員資格 条件 ... 
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地域  IHO INT 献 記載さ い INT 海 発行

い 盟国 会員 現在 条項 修 あ  

 

． ．  水路 基準委員会 HSSC 活動報告 S-100 移行 

S-100 紙媒体 最適 さ 海 電子版 超え 利用可能

可能性 最大限 活用 例え 水位や潮流 動的情報 考慮 独自

作成 可能 燃料消費 削減や排出 減少 献 主 効果

全性 向 積載 最適 航路 最適 ン 到着 燃料消費 削減

ワ 回避 潮流や気象情報 利用 挙  

S-100 保 性や 優 機械 海事情報 開発

進 自動航行  

S-57  S-101 ENC 移行 自動的 想さ S

-101 作成  S-57 戻 望 い 意味 あ 開催さ

IMO海 全委員会 MSC 106th 会議 認さ 移行期間 合意さ 2026

1 1日 降 S-100 ECDIS 使用 合法 2029 1 1日 降 新 い E

CDIS性能基準 関 IMO決議MSC.530 106 準 い IH

O IMO や 利害関 者 対 優 的 S-100 製品 様 運用状態 成 約

束 意味 S-100 関連 ワ ン や

積極的 献 必要 あ 盟国 2026 S-101 実質的 適用 成

可能 限 努力 い  

 
． ．  S-100 実施 支援  S-100 ン ン 設立 韓国  
韓国 IHO  S-100 実施 関連公約 成 恒久的 定

支援体制 可 あ 述 提案さ S-100 ン ン 地理空間情報

持 的 運用 既 IHO機関や事務局 効率的 ョン S-100

や開発 S-164 更新 保 通 盟国 S-100 ワ

実施 支援  

韓国 提案 ン 目的 範 運営 ン 策定

HSSC 報告 提案 HSSC 認 得 理事会 報告

後 理事会 総会 報告 韓国海洋情報部 KHOA 提案者

作業 積極的 関  

総会 S-100 ン ン 設立 必要性 認識 実際 実施期間 備え S-100

ン ン 設立 含 3 間 作業計画 び HSSC 新 い 設

立 認 ン 可能 場所 考慮 HSSC S-100 ン ン S-100

ワ い 理事会 提案 理事会 第 4回 IHO総会 S

-100 ン ン 設立 含 3 間 運用経過 い 報告 求

 

問題 組 必要 あ 認 解決策 策定 力 い 述

国 構造物 確 形態や 称 関 決定 現段階 時期尚

い 強調  

英国 提案さ 組 時期尚 い 意 提案 発展

さ 韓国 力 意思 表明  

ン HSSC 適 組織 あ 提案さ ン 役割 任 い



6 

 

さ 議論 必要 あ 強調 ン IHO ン 術研究所 S

-100関連 力 可能性 検討 期待  

S-100 術支援 ン 必要性 強調 提案 賛 述  

IHO ン 術研究所 提案さ ン 両方 明確 役割 あ 努力 複 避

IHO 十 文書 さ 調整さ 管理構造 設置 要 あ 述

 

韓国 提案さ ン 3 間 作業計画内 設立 い場合 理事会 作業

進行中 あ 報告 述 S-100 実施 いう緊急性 考慮 う

い 希望  

 

． ．  地域間調整委員会 IRCC 活動報告 SR3 

IRCC 議長 IHO 地域間調整 支援 運営委員会 あ 地域間調整委員会 IRC

C 焦点 あ IHO 3 関 概要報告 行わ  

特 注目 2021 開発 採用さ S-100 製品 世界的 一 性 確保

WEND-100 原則 策定 世界電子航海 WEND ワ ン

成果 あ WEND-100 原則 実施 関 ン 策定さ HSSC 緊密 力

国連 統合地理空間情報 ワ IGIF 原則 見直さ い  

ン 戦略 ン 委員会 CBSC

力 改訂さ 第 6回理事会 C-6 認さ 第 3回 IHO総会 提出さ 認さ

定 あ 新 い IHO e-Learning Center 設立 越 的 政的 術

的 人的支援 対 韓国 感謝 贈 資金提供 主 韓国 日 団 あ

謝意 述  

IHO 指 的立場 あ 女性 数 増や 目的 水路 女性 地

位向 EWH 関 新 い 立 支援

設立さ 問題 前進さ  

FIG/IHO/ICA 水路測 士 び航海 作成者 能力基準 関 国際委員会 IBSC 個々

認定 最初 提出書類 質 改善 必要性 見直  

管理 関 専門知識 要性 高 い う

映さ い 最初 議論 行わ  

GEBCO ン 測深 測深 ン DCDB  Seabed2030

関 既 び新規 測深 多 共 作業 成 裏

行わ  

今後 課題 ン 追 獲得 方法 模

索 IHO戦略計画 異 地域水路委員会 RHC び RHC 間 調整 必要性

着実 高 い S-100 製品 び 開発 積極的参 地球 75％

海底 ン 方法 挙  

 CBSC 議長 発言 IRCC 成 業務 感謝 意 表 e-learn

ing 要性 可能 韓国 日 団 人々 献 強調  

e-learning 関 韓国 支援 感謝 表明 e-learning

ン 前進 考え ン 好意的 留意 喜 い

e- learning ン い や ン ン 提供 希望

ン 盟国 的 献 関連性 保 水路 女

性 地位向 い 資金提供 あ 1 残 い 述  
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． ．  海 将来 

総会議長 IHO ECDIS 航法能力 開発 検討

要求 認 う求 述 HSSC ECDIS ワ

ン 立 う要請 認  

電子海 表示情報 ECDIS 要件 回 船舶 形式 表示 暗

ン 関 国際 術基準 要件 確認 ョン 向 世界的 傾向

強調 ECDIS ワ ン 設立 国際海事機関 I

MO 通知 作業 適 成熟度 時点 盟国 IMO 表 関連決議 更新 検

討 う要請 認  

ン ECDIS ワ ン 設立 関 第 2 項

冗長 あ 削除 あ 述  

米国 第 2 削除 意  

英国 第 2 求 目的 文脈 提供 あ 保持さ あ

一方 削除 場合 削除さ 第 1 あ  

ン 妥 案 提案 前進さ 任務 理事会 わ 提案

 

修 さ 提案 強い支持 表明 専門知識 人材 提供 意思 表

明  

 

． ．  地域水路委員会 活動報告 

ン 欧水路委員会 極圏水路委員会 ン 海水路委員会

地中海 黒海水路委員会 ン ン 海水路委員会 米国 米国

水路委員会 ン 東 水路委員会 ン 洋水路委員会  

IHO 事務局長 IHO 極水路委員会 HCA 議長 HCA 報告 ン 東部

大西洋水路委員会 東太 洋水路委員会 ン 西太 洋水路委

員会 英国 中米 水路委員会 部 諸島水路委員会 西大西

洋水路委員会 各地域水路委員会 活動報告 行  

 

． ．  IHO会議 総会 盟国 参 大  

総会議長 IHO 会議 特  IHO 総会 盟国 参 大 確保 適

 議論 理事会 課 総会 提案 持 込 提案 最

初 要請 西太 洋水路委員会 SWPHC 提出さ  

ン 提案 支持 総会 3 後 あ 考慮 う

質問  

英国 提案 強 支持 3 間 長 いう懸念 共 表 総会

定足数 満 い 多 国 表 い い 指摘  

提案 支持 参 容易 会議形式 利用

提案  

IHO事務局長 2023 10 理事会会合 項目 議題 提案さ い

述 盟国 提案 提出 求 事務局 見解 示 理事会 10 問題

対処 方法 い 議論 始 IHO基 文書 定 術的 規制的 政的 条

件 い 変更 必要 あ う 評価 必要 あ 指摘 総会 影響
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え う 決定 さ 場合 理事会 総会 総会 間 組織運営 督 義務付

い 決定 理事会 行う 必要 変更 う

望 決 う 議長 IHO条約 変更 現実的 い

文書 改 う合意さ い 可能 い 指摘  

総会議長 多 人 込 必要性 認識さ 総会 理事会 RHC

い 物理的 び仮想的 会う ン 必要性 あ 述 理事会

要望 議論 提案書 提出 任務  

理事会 ン 具体的 提案 必要性 強調 理事会 力

解決策 見出 希望  

総会 IHO 会議 特 IHO 総会 盟国 多 参 う 組

提供 いう SWPHC 要請 い 議論 解決策 打 出

理事会 課  

 

 ョン 発表 

日 ョン 日 団 海 行常務理事 日 団-GEBCO

海底 2030 Seabed 2030 関 基調講演 行わ  

海 常務理事 日 団 2004 来 GEBCO 連携 46 国 100 海洋

Mapper 輩出 現在 1600人 人々 様々 訓

練 IHO-日 団 GEOMAC GEBCO 対話 専門家

ン 行わ い 業生 GEBCO 完成 向 世界的 組 支

え  

2016 海底 ン 面積 わ ％ あ 現在 ％ 超え 最近 進

展 国際 力 関わ 人 献身 寄 あ  

ョン 的 支援 ン 必要

あ さ 要 組 参 欲 い び  

 

 IHO事務局長 び IHO事務局部長 役職 選挙 

総会 最終日 5 5 日 IHO 事務局長 事務局部長 1 選挙 行わ  結果 現

事務局長 Dr Mathias Jonas 更 3 任期 再選さ Dr John Nyberg 米

国  新 い事務局部長 Director  6 任期 選出さ  Dr Nyberg 2023

9 1日付 IHO 事務局部長 就   

現事務局部長Mr. Luigi Sinapi 引 部長 再任さ  

今回 選挙 4 立候補  

Dr Mathias Jonas  事務局長 対象 立候補  

Captain Abraham Kampfer 事務局長 部長 方 対象 立候補  

Rear Admiral Rhett Hatcher 英国 事務局長 対象 立候補  
Dr John Nyberg 米国 事務局部長 対象 立候補  

 

 第4回IHO総会 日程 

総会議長 回 総会日程 2026 4 20日～24日 提案さ い 述 総会

2026 4 20日～24日 第 4回総会 A4 開催 合意  

 

 



9 

 

 

第 3回 IHO総会 合写  
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 水路 術者能力基準国 委員会 IBSC  

FIG/IHO/ICA International Board on Standards of Competence for Hydrographic 
Surveyors and Nautical Cartographers   

 

－  水路 術者能力基準国 委員会 IBSC46  

 会議 称  第 46回水路 術者能力基準国 委員会 IBSC46  

 開催期間  和 5 5 15日 ～5 26日 金  10日間 土日 除   

 開催地   東京 合 庁舎 4号館 420 421号室 Web会議 方式 

 出席者   日 水路協会 術 朝日航洋株式会社  石 新 

 参加者   IBSC委員 9 日 英国 米国､ ン ン

ネ ン IBSC 務局 国 水路機関 IHO 副部長

計 10  

 

 IBSC46 概要 

IBSC 議論 審査 公 性 担保 観点 多 秘義務 課

非公開情報 多 扱う 公開 い 公開可能 部

情報 記  

育 審査  

IBSC 各国 行わ い 水路測 術者及び海図編集 術者 育

国 基準 基 審査 い 基準 主任 術者 育 A 般

術者 育 B 区 あ 申請 行 基準 基

い 実施 い う 厳格 審査 行わ い 各国 存在 水路測

術者 資格認定制度 国 水路測 術検定 相当 い IBSC

審査 認 い  

IBSC46 昨 提出 申請書類 前審査結果 基 10 国 育

11件 い 審査 行わ 審査 委員3 審査 中心 行

う 会合 1時間 質疑応答 形式 後 IBSC委員 審議

質疑応答 い 禍 対面 行わ い 禍

後 審査 機関 担 軽減 観点 実施 い  

11件 育 い 1件 認 7件 条件 認 3件 認

条件 認7件及び 認1件 会期間審査 認 2件 い 来

降 再度申請書類 提出 必要 あ  

会期間審査 い 必要書類 3 程度 再提出 い

条件 う 会期間会合 結論 出 筆者 3

審査 担当 1件 認 1件 会期間審査 1件 認  

査  

IBSC 審査 提出 書類 審査 書面主義 提出書類 容 現実

真 反映 い う 断 い いわ 性善説 則 審査

審査書類 容 現実 間 乖 あ 可能性 否定 い IBSC
査 毎 数件実施 い  

査対象 IBSC 質問 対 回答 疑義 あ 実現可能性

疑わ い 研修生 苦情 あ 要因 あ IBSC 優

先的 査 常 議論 優先度 応 効果的 査 行え う工夫
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い  

査 IBSC 委員 研修 直接訪問 現地 研修実態 見学

実施機関及び研修生 聞 行う 実施 い 査 ン

IBSC 問題意識 い 項 あ IBSC 実施機関 間 行わ

や 自 明 あ  

査 自体 印象 あ い 査時 IBSC委員 対

面 ン 大 問題 い あ 十

分 説明 尽 IBSC側 理解 え 好印象 持

あ 査 目的 あ IBSC側 建設的 提案 改善

あ あ 探 認 い  

IBSC46 2023 査 議論  

国 基準 改訂  

IBSC 術者養 基 教育 容 基準 定 い 水路測

術者 S-5 海図 術者 S-8  

現在 基準 2017 18 定 あ 近 得 増大

術 活用 無人運航 術 急 発展 測深機やGNSS測
位 ン 化 水路測 果 航海 全 環境 防災 多様

目的 活用 う い ン 新 い学術分 連携

叫 い 国 基準 改訂 必要 い  

IBSC46 次回 IHO総会 2026 水路測 術者 海図 術者 養 基準

S-5 S-8 改訂 作業 開始 決定 後 改訂 必要 項

問う回章 IHO加盟国 対 発出  

MSDI 術者養 基準  

 IBSC 水路測 術者 海図 術者 養 基準 各国水路部 踏

え MSDI 術者 養 基準 新 策定 考え あ IBSC46 議論  

背景 IHO 各国 Hydrography 航海 全 幅広い分

活用 目指 始 い あ 後 MSDI 各国水路部 要 業務 柱

期待 あ GIS や ン 新 い学術分 動向 IBSC 機敏

対応 い いう 声 あ 方 MSDI 定義 必 明確

多様 実態 あ MSDI 広範 分 活用 想定 特定 持

い 術者 必要性 術者 求 能 特定 困 いう課題 あ  

議論 分 ICA選出委員 多 新基準 策定 好意的 あ 方 IHO選出委員
私 含 必要性 緊急性 疑義 持 い  

IBSC 業務 増大 委員 担 増大 い 現在 新基準策定 策定 余

裕 あ いう意見 あ  

過去 振 返 IBSC 当初 IHO FIG 要請 応 水路測 術者 養

基準 策定 認 実施 い 後 IHO総会決議 基 海図 術

者 養 基準 新 策定 育 認 う いう経緯 あ

回 IBSC IHO 部 要請無 自身 発意 MSDI 術者 養 基準

広 疑問符 あ  

議論 審議  

IBSC 利用 ン  

 IBSC ン ン 目的 IBSC 利用 意見 あ 職
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ン 原案 作 議論 修正 うえ合意 後 ン 追加

 

認  

部分 IBSC 認 う 議論  

背景 米国 豪 水路測 術者 認定 特定 分 験潮 水中音

響工学 術 審査 IBSC 認 求 い

あ  

現在 国 B 半 履修 必要 研修生 対

担 大 い 特 民間 術者 国 B 履修

高い 化 担 分散 養 柔軟 行え いう

あ  

方 う 定義 認 IBSC 担 激

増 い い 懸念 あ  

IBSC 総意 認 決定  

ン ン  

 IBSC ン 少人数 固定 20 超え ン 多い 新鮮

発想 乏 傾向 あ う 閉塞性 IBSC 強 意識 ン ン

入 前向 あ  

IBSC46 1 ン ン 入 ン及び S-8 改訂 い 意見

出 概 好評 あ 意見 反映 ン 改訂 実 行わ  

E ン ン  

IHO 組 い 現状報告 あ  

E ン ン 現在使用 い E ン 教材 共 想定

い 教材 各 固 産 あ 容易 共

教材 品質 関 保証 い いう問題 あ 運用面 問題 多 IBSC
当面積極的 関 行わ い方向  

東京海洋大学見学  

 5 24日 水 午後 東京海洋大学 ン 明治丸 航水槽 見学 田丸教授他

寧 説明 い い 特 明治丸 見学 好評 関 者 努力 感謝申

い  

後 会合  

 IBSC会期間会合 10 30日～11 3日 間 ン ン 開催  

 IBSSC47 2024 4 15日～26日 ン 水路部 ン＝

大学 HS 在籍 共催 予定 あ  

        

7 所感 

IBSC 大 変革 時期 入 後 認 S-5 S-8 改訂 行わ

IBSC 状況 大 変わ い う 荷 増大 伴い ICA 国 地図学

協会 委員 増強  

IBSC 申請 増加 途 い 申請 増加 術者養 機会

増え 意味 好 い あ 方 多数 審査

IBSC委員 担 過大 い  

IBSC委員 長期 わ 審査業務 い 申請書類
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IBSC 会合 3件 5件 申請書類 1件当 通常300 あ

審査 IBSC 会合 議論 必要 あ IBSC 会合 各

ン 行い 問題点 抽出 分析 行い 評価 扱い 決定

返信 作 い 明 ぶ 準備

責任あ 審査 行え い IBSC 会期 2 間 長 会期中 1日中 突

込 議論 行わ 専従 必須  

IBSC 過去 審査結果 整合性 要 委員 任期 長 傾

向 あ 委員長 務 後 長 委員 委員 多数い 新任 委員 意見

経緯 言 否定 多々あ 伝統 変革 共存

困 伴う IBSC 意識 常 新 課題 組

 

IBSC委員 様々 立 異 意見 出 議論 結果 定

ン ン 形 IBSC wisdom of the Board い 職

意 達 組織 長 勤務 議論 意見集約 経験 大変

新鮮 得 大  

IBSC46 東京霞 関 第四合 庁舎 海 保 庁海洋情報部 入 い 庁舎 会議

室 実施 海洋情報部 会 確保 会議関連施設等 提供 庁舎

関連 務 昼食や茶菓 斡旋 食会 参加 務的 ン 様々

手厚い い い 海洋情報部長 冒頭 挨拶 賜

IBSC 対 国 献 い い 借 厚 御礼申
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－  IBSC会期間会合 

 会議 称  IBSC会期間会合 

 開催期間  和 5 10 30日 ～11 3日 金  5日間   

 開催地   英国王立公認測 者協会 RICS: Royal Institution of Chartered Surveyors  

ン ン 

 出席者   日 水路協会 術 朝日航洋株式会社  石 新 

対面 参加  

 参加者   IBSC委員 7 日 英国 米国  

IBSC 務局 国 水路機関 IHO 副部長 計 8  

 概要 

S-5 S-8 改訂  

 水路測 術者 海図 術者 養 基準 あ S-5 S-8 改訂 関 IHO ン 国

意見 求 質問票 回章 R6 1 降  

ワ 開催  

 IHO 後申請予定 教育研修機関向 認 枠組 申請方法 書類

作 説明 ワ 開催 う求 い ワ

IBSC47 R6 4 開催 秋開催予定 会期間会合 実施 方向 あ IBSC48 R7
開催 審査 向  

MSDI 術者養 基準  

 既存 S-5 S-8 MSDI 海洋地理空間 基 特化 新 養 基準 作

意見 あ 国 地図学連合選出 委員 A 新基準 分厚い

容 新規 策定 構想 紹 会合期間中 開 IBSC 関 者

意見交換 MSDI養 基準 対 ネ 反応 大勢 あ 関

者 構 あ う 新 策定 意見 無 MSDI養 基準

新 策定 機運 急 勢い 失い あ  

 後 既存 S-8 改訂 MSDI 教育 強化 方向 検討

い 特 S-8A 海図 術者 特化 特 養 基準 認 い

数 少 い S-8A 裾 広 方向 改正 い  

認  

 部 IBSC 認 合 認 S-5/S-
8 subject 潮汐 水路測 作業 科目 単位 合意 い  

 IBSC47 認 ン 改訂 議論 予定 最 IBSC48
認 始 可能性 あ  

 認 水路測 術者 資格認定機関 scheme 必要 後

多 申請 認 可能性 高い  

IBSC 業務 滑化  

 R6 開催 IBSC47 多数 申請 他 後 認 審査

必要 IBSC 担 相当 増加 IBSC 会合 前 前会合

設 や 審査 合理化 い 議論 来 降 IBSC 委員 略通 わ

IBSC 業務 行う 求 あ う  

 審査 書類 膨大 時間 容易 部

要 方策 検討 具体的 表 自動生 ソ

入 表 申請書類 削除 い 方策 検討 い 2024 中
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合意 思わ  

IBSC 認書  

 現在 発行 送 い 務作業 発生 PDF 作 送 QR
authentication 方式 変  

後 会議開催予定地  

 2024 4  IBSC47  ン  

 11   会期間会合  ネ  

 2025 春 IBSC48  ン ン  

 秋 会期間会合  中国 

  

7. 所感 

 水路測 術 術 急 展 海洋産業 発展 禍 契機 急 変化

い IBSC 変化 対応 新 課題 組 多様 教育機会 保

例え ン 認 MSDI 最近 3 間 新 入 検討

課題 あ 後 IBSC 現実 様々 ン 変わ 宿 あ

思う  

 IBSC 産業界 必要 術者 養 基準 追い求 あ う 自動運

行 AI ン 方 途 国 ン 水路測 行

う他 い 術的 拡大 い 私 途 国 立 発言 う努

時 流 敏感 あ 要 広い視 ン 感覚 必要性 感  

 回 会議 IBSC 委員 辞 3 間 任期 全う い 海

洋情報部 水路協会 手厚い 厚 感謝申 特 IBSC46 東京 開催

多 方 世話 心 感謝申 い  
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Ⅲ 世界航行警報 委員会 WWNWS  

 World Wide Navigation Warnings Service Sub Committee  

 

 会議 称  第 15回世界航行警報 委員会 

 開催期間  和 5 9 4日 ～9 8日 金          

 開催地   国 水路機関 IHO 公国  

 出席者   一 日 水路協会 術 川崎地質株式会社  春日 茂 

 各国出席者 英国 NAVAREA区域 I ン II ン(III) 米国 XI XII

V ン ン VI 共和国 VII) ン VIII ン IX

X 日 XI ン IV XV XVI

XVII XVIII XIX NAVAREA Coordinator16 国 海

NAVAREA Sub Area Coordinator ン 及び中国 ン

共和国 ン ン National Coordinator8 国 国

水路機関 IHO 国 海 機関(IMO) 世界気象機関(WMO) 国 移動衛 通信機関

IMSO) 国 機関 ン 中国 CTTIC 民間企業 PRIMAR

水路部 中心 電子海 配信 等 行う国 協力団体 等

参 者 約 60 世界航行警報 委員会 対面及び 出席

ン ン 一部 NAVAREA調整国やWMO等

参 NAVAREA調整国 中 参 あ  

 

 会議概要 

大洋 航行 船舶 安全 緊急 通報 必要 情報 い 世界 21

区域 NAVAREA 各区域 責任 担う区域調整国 Coordinator 区域 情

報 集約 必要 情報 NAVAREA航行警報 提供 い わ 国 東 地域

第11区域 NAVAREA XI 区域調整国 担 い 世界航行警報 委員会 NAVAREA

調整国 中心 関 者 一堂 会 世界航行警報業務 関 言 航海安全情報 航

海者 提供 ンや 等 検討 一回開催 い  

回 会合 禍 社会環境 変 等 考慮 前回 い 対面参

形式 開催 対面 参 者 多

ン 一部 参 者 参 IHO総会開

催 合わ 3 実施 議長 副議長 選出 あ 2023 2026

3 間 任期 両者 現職 再任 回会合 開催地 決  

回 特 注目 議 容 3 目 挙  

VDES 紹 捗状況 報告 

  世 AIS 呼 VDES VHF 交換 WWNWS 初 議題

5 開催 第10回NCSR 設立 決 VDES通信

調整役 務 口氏 海 保安庁交通部 VDES 機能等 紹

AIS わ SOLAS条約改 向 作業 い 報告 ン

報告 世 NAVTEX 呼 NAVDAT 共 新 情報通信

参 者 関心 高 後 入 向 活発 質疑応答 意見交換 行わ  

斗衛 BeiDou BDMSS GMDSS 新規参入 

中国 自国 運用 衛 航法測位 BeiDou

GMDSS 新規参入 昨 11 第 106回 MSC 認 BDMSS関
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施設 紹 や 国 移動衛 通信機構 IMSO 視察予 等

い 説明 衛 斗衛 新規参入 複数 認可

衛 通信 入 伴う や要員等 課題 整理 対応 選択肢等 示

素案文書 提出 後 検討課題 中国 自国 航

行警報業務 報告や S-124 含 IHO刊行物 中国語版 認 申請 議場 い

活発 対応 目立  

S-124 航行警報 PT 活動報告 後 課題 

世 電子海 呼 S-100 中 航行警報 扱うS-124

PT 議長 Mong氏 実験段 S-124第 1版 IHO 第 15回水路

基準委員会 HSSC 6 認 10 間 準備段 終え

実用段 対応 第 2版 認 向 運用 実施 2026 予 い 格運用

向 諸作業 急 必要性等 い 報告 あ S-124 配信方法 様々 課

題 い 活発 議論 交わ S-124 配信方法等 後 主要 検討課題 一

 

 

 開会 挨拶及び 務手  

 開会 挨拶 

 WWNWS議長 Christopher Janus氏 NGA 米国国家地理空間情報庁 開会 言 後 回

会議 背景や最近 諸般 状況等 い 説明 全 対面参 及び 参 者 対

会議 準備 協力 感謝 言葉 述 合わ 開催 会議

IHO 対 感謝 意 述  

 

 IHO 歓迎 挨拶 

 IHO 副 務局長Luigi Sinapi氏 役 務 IHO 務局 表 S-100

組 最近 IHO 点業務 紹 参 者 対 う 主 歓迎

挨拶 述  

会場 び 会議 参 全 皆様 歓迎い 海 交通安全 確

保 150 余 歴史 IHO 発足時 最優 組 課題 IHO

長 渡 IMO WHOやIMSO等 国 機関 緊密 協力関 構築 機関 深

わ WWNWS 航行安全確保 極 要 会議 一 あ 認識 い

関 者 一堂 会 交わ 議論や情報共 術 展や時 急 変 合わ

海 安全 更 強 極 益 確信 い 参 者 皆様 積極

的 議論 満 実 多い会議 滞在 充実 良 心 祈

念 私 歓迎 挨拶 い  

 

 務的手  

会場参 及び 参 方 参 者全員 簡 自己紹 後 IHO 務局 氏

回 開催 会議 運営 方 後 会議 や庶務関 等 い 説

明  

 

 

 Agenda 採択 

前 公開 い WWNWS15 Agenda い WWNWS議長 用意 議 第
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意義 強調 議題 目 番 議 容 予 説明 議場 特 異議

認 務局 氏 回 会議 終 議長 副議長 選挙 予

立候補 意思 あ 人 務局 伝え 欲 い ン あ  

 

 WWNWS14 い 策 行動計画 確認 

 第 14 回 WWNWS い 策 行動計画 確認 捗 あ 目

い 確認 最新状況 計画 更新  

 

 IRCC15 報告 

 2023 6 日 開催 第 15 回 IRCC IHO 地域間調整委員会 い WWNWS

議長 ン S-124 WWNWS 組 い 要 捗

状況 説明 報告 会議 議論 結果 各国 水路測 海 作成 達成 計測

IHO出版物 C-55 い 各国 MSI提供状況 評価 自己申告 記載 い

後 IHO SPI 戦略実行指標 等 求 及び NAVAREA 自己評価

類似 報告 い 複 避 後 C-55 MSI関連情報 削除

方向 IHO 務局 調整 報告  

 対 ン S-124 入 ン 文書 必要性 い 発言 あ

IHO 副 務局長 C-55 各国 自己評価 数 々着実 昇 い

敬意 表 ン あ  

 

 海 安全情報 MSI 発出 

 GMDSS ン及び GISIS 関 発表 

 IMO 務局 Yasnikouski氏 IMO GISIS Global Integrated Shipping 

Information System 及び GMDSS ン 関 概要 GISIS 掲載情報等

説明  

 

 IMO関連会議等 報告 

 IMO 務局 Yasnikouski氏 2022 11 2023 5 開催 IMO第 106

回海 安全委員会 MSC106 MCS107 会議 結果 い 報告 GMDSS 要

展 BDMSS 斗衛 IMO 認 移動衛 RMSS: 

Recognized Mobile Satellite Services 認可 や S-100 運用 対応

う ECDIS 電子海 表示 ン 文書 改 版 認 報告  

Yasnikouski氏 2023 5 開催 第 10回 IMO航行安全 無線通信 捜索救

委員会会合 NCSR10 結果 い 報告 報告 中 IMO 認 全

移動通信衛 RMSS: Recognized Mobile Satellite Service 使用義務 関 議論

交わ 説明 MSC108 い RMSS 使用義務

IHOやWMO 懸念 発表 発言 RMSS 義務 対意見 述

各国 参 者 RMSS 使用義務 対 や要員 増 等 問題 あ

観点 慎 意見 出 IMO 務局 MSC IHO 意見 出

要性 指摘 IHO 務局 IHO ョン 意見書 用意

発言 あ WWNWS議長 MSC108 提出 関 一時提出期限 2 17

日 2 期限 3 設 い 報告  

WWNWS議長 2024 5 開催予 MSC108提出 資料案 作成
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要請 会議 最終日 確認 議論 行う  

WWNWS議長 2023 10 開催予 第 18回 IMO/ITU専門家 会合

い 議題 い GMDSS 要 い 報告  

 

 IMO NAVTEX調整 報告 

 NAVTEX調整 議長 務 英国 Salter氏 各 NAVAREA NAVTEX運用

状況 い 報告 あ NAVAREA-III ン い 状況 関

黒海 調整国 力 感謝 表明 NAVAREA-VIII ン 新規局 組

あ NAVAREA-XI(日 ) 関 調整国 日

ン 支援 い 感謝 述  

 

 EGC調整 報告 

 EGC調整 議長 務 Ski氏 WWNWS副議長 全体 説明

NCSR9 報告 含 最近 活動 容 い 発表 あ EGC-API い SAR関

連情報 扱う や情報発信状況 ン い SafetyNet 認証 証明書発

行停 関 状況 報告  

 

 NAVAREA区域調整 自己評価 

各 NAVAREA調整国及び NAVAREA-I 調整国 ン 前回 会議 降

起 要 案 特 成果 び WWNWS ョン 必要 問題 絞

込 簡潔 報告 報告 容 概略 記載  

NAVAREA-I 英国  

NAVAREA-I 域 良好 状態 維持 盟国間 ョン 良好

あ 改善 あ  

 

NAVAREA-I ン  

海 NAVTEX ョン 操作 使用

ン 3 異 場所 ン い ン 3 所 設置

い 間 通 的 い NAVTEX 通

信品質 検証 多 ン ョン 使用 い NAVTEX

送信機 故 場合 ョン 使用  

 

NAVAREA-III ン  

数 NAVAREA III 警報件数 明 増 い NAVAREA III 運用

い い NAVVTEX ョン 数 前回 通知 明 増 い ン

SafetyNET II SafetyCast 通 NAVAREA-III警報 沿岸

警報 放送 い  

 

 

NAVAREA-IV, XII 米国  

NAVAREA-IV XII 副調整 WWNWS14 降 報告期間 活動報告 中 域

NAVTEX機器 関 課題 海運 影響 及 宇 活動 関 最新情報 関

や ン 主催 MSI 能力開発 成果 い 説明 当 成
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献 教材資料 翻訳 携わ NAVAREA-XV 謝辞 述

 

 

NAVAREA-V  

MSI 視 NAVAREA-V地域全体 航行警報 信 確認

非常 要 あ 隣接 NAVAREA-VI ン ン 業務 計画 構

築 NAVAREA-V 要 海 安全情報 放送 中断 い  

 

NAVAREA-VI ン ン  

NAVAREA-VI 毎 水曜日 14:00UTC 02:00UTC 1日 2回 SafetyNET 警報 発

表 い 518kHz 518kHz 6 NAVTEX局 運用 518 kHz 490 

kHz 280 NM 範 警報 放送 い 隣接 NAVAREA-V

業務 計画 策 い  

 

NAVAREA-VII 共和国  

ン ン い 共和国 国境 NAVREX

局 い 根強い課題 あ ン あ 無線通信 ワ

機器 設置 訓練 2 最 要 要素 あ 部

地域 大地溝帯 国々 適 MSI実施 如 依然 根強い懸念 あ

NAVAREA-VII  SafetyCAST 放送 支援 協力  

 

NAVAREA-VIII ン  

ン IHO 様々 委員会 積極的 参 い や域 NAVTEX 運用状況や

MSI 送信状況 い 報告  

 

NAVAREA-IX ン  

NAVAREA-IX 地域 16 国 MSI 送信 い 航行警報 ン

衛 通 発表 い NAVAREA IX ン 経由 両

両 放送 い

NAVTEX局 中 あ 沿岸警報 SafetyNET/SafetyCast経由 送信

い 全 NAVAREA警報 沿岸警報 信 通信 ン 各端 通

視 い  

 

NAVAREA-X  

SafetyCast い 2023 7 1 日 運用開始 言 航

行警報 気象予報 警報 捜索救 全 提供 い NAVAREA-X

XIV 海 安全局 MSAF 支援 7 25～27日 MSI 

ン 研修 実施 2023 6 23 日 西太 洋地域水

路委員会 新議長 就任  

 

NAVAREA-XI 日  

海 保安庁海洋情報部水路通報 通報調整 坂 氏 自己評価報告書 表

的 や ン NAVTEX 局開設 要望 あ



21 

 

等 説明 発表 対 WWNWS議長及び NAVTEX調整 日

NAVAREA-XI 調整国 域 ン 連携 深

い 対 感謝 表明 あ  

 

NAVAREA-XIII   

会議 在 あ 提出 自己評価報告書 2021 SafetyCast

行 運用 準備 整 い 前回 WWNWS14 降特段 状況変

い 等 報告 い  

  

NAVAREA-XIV ン  

ン IMO や IHO 多 委員会や作業部会 西太 洋地域  

MSI 能力開発 積極的 関 い ン IMO 対

GMDSS 気象警報 航行警報 海難救 認 移動衛

RMSS 通 運用可能 言  ョン ン ン

API 利用 RMSS経由 MSI SAR関連情報 送信 い  

 

NAVAREA-XV  

海軍水路部 毎 発行 船員 知 NAVAREA-XV 航

行 安全 影響 警告 例え 海 標識 変更 誤 新 い岩や危険 報告

 知 必要 あ 情報 発表 い NAVAREA 警報

ン 無線 CBV 国 強 通 通 送信

ン 無線(CBV) 国 強 通 (EGC)

現在 SafetyNet II SafetyCast 完全 稼働 い 沿岸警報 沿岸 6 NAVTEX

局 予 通 放送 異 時間 送信  

 

NAVAREA-XVI  在 

会議 在 あ 提出 自己評価報告書 う 報告 い

海軍水路 航行総局 NAVAREA-XVI 毎日午前 5時 午

後 17時 MSI 送信 い 毎日 UTC時間 0500時 1700時 MSI

送信 い UTC時間 AOR-W衛 使用 MARLINK 通

SafetyNET NAVTEX 強制的 MSI 送信

衛 使用 MARLINK 通 必

要 応 NAVTEX 送信 MSI  警告 信時

時送信 NAVAREA-XVI 太 洋 3 い 業

務 計画 自然災害 緊急 態 対処 必要 行動や 津波 発生

場合 警報 発信 関 規 盛 込 い  

 

NAVAREA-XVII, XVIII  

2024 1 1日 極圏 矩形放送 停 意向 船員 通

知 国 NAVTEX局 更新作業 開始 現在 SafetyNet II SafetyCast

完全 運用 い 沿岸警報 沿岸 6 NAVTEX局 予 放送 異

時間 送信  
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NAVAREA-XIX  

NAVAREA-XIX ン  SafetyNET II  SafetyCast 完全 稼動

MSI API 及び運用 統合 い  

 

NAVAREA-XX, XXI  

 会議 在 あ 自己評価報告書 提出 い い  

 

中国 国別自己評価報告 中国  

中国海 局 う 報告 WWNWS14 降 特段大 問題 生 い い

中国海 局 沿岸無線 訓練 試験 認証 確立 沿岸無線

第 2回国家能力訓練 ン ン 実施 全国 沿海無線局 50人

参 合計 90人 資格 得 沿岸無線局

能力 向  

発表終了後 議長 NAVAREA調整国 い国 い う 国別自己評価報

告 実施 い場合 発表 構わ い 発言 あ  

 

 GMDSS関 捗状況 

 ン EGC 報告 

 ン ン 用 用意 紹 含 WWNWS14 降

業務 捗状況 い 報告  

 

 SafetyCast 入 捗状況報告 

う 報告 現在 新造 SOLAS船舶 約 割 SafetyCast 信

機器 備え付 い 各 NAVAREA地域 式運用 向 組 い

航海者 地域 差 あ 現状 改善 い 信 性 う

や 地域 式運用 い 要望 い SafetyCast 償

始 IMO 手 沿 経費 担 問題 あ 国 IMO 調整 無償

い  

 

 斗衛 BeiDou BDMSS 最新状況報告 

 冒頭 IMSO 国 移動衛 通信機構 GMDSS 視等 業務 紹 行 後 中

国海 局 BDMSS 斗衛 関連移設 用い 紹 や

施設等 現地視察 含 IMSO 審査 最新状況 現在 結果 い

報告 斗衛 GMDSS 開始 向 BDMSS SafetyLink

整備や BGMSS 信機 型式 認 周波数帯域 調整 設備等 整備 踏 え 業

務 計画等 組 い 説明  

 VHF 交換 VHF Data Exchange System VDES) 捗状況報告 

 VDES 関 IMO NCSR通信 調整者及び国 航路標識協会 IALA 術

委員会 議長 務 い 海 保安庁交通部 口氏 WWNWS15 招待 VDES 概念

後 発展可能性 現在 検討状況等 い う 発表  

VDES SOLAS条約 5章 規 い AIS 船舶自動識別装置 拡張版 う

あ AIS 航海安全 極 用 あ 情報伝達 遅 輻輳海域 通信混雑

幾 点 あ 対 VDES AIS 最大 32倍 通信 許容 可能性 あ
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航海安全 え様々 利用 期待 い VDES IALA 見解 捜索救難

海 安全 船位通報 海洋情報 16 用途 期待 2023

開催 IMO NCSR10 い SOLAS条約第 5章 改 検討 行う VDES通信

設立 決 通信 AIS わ 将来 VDES AIS機能 船舶

搭載義務 視 入 SOLAS条約改 草案 検討 行 い 5章 改 案

時間 余裕 あ 4章 改 検討 予 あ 最後 VDES GMDSS 使用

解決 課題 国 電気通信連合 ITU GMDSS 周波数割 当 VDES

含 い い 指摘 い IMO ITU 対 VDES GMDSS

周波数割 当 要求 あ い GMDSS 別 枠組 VDES 活用 別途

考え 必要 あ 思わ  

発表 対 VDES GMDSS 周波数割 当 い い 及び GMDSS

要求 通信 信確実 信 性 VDES 信 性 関 WMO Wyatt 氏 ン

あ VDES 信信 性 関 口氏 VDES 回当 信確実 数 的

GMDSS 基準 必 満 い 送 信 繰 返 繁 行 い 実用的

問題 い 考え い 述 米国 VDES 関 質問

口氏 配慮 計画 い 回答 中国 VDES

S-124 対応可能性 い 質問 対 対応可能 あ 回答

IMSO 高い VDES衛 打 機関 い 質問 IMO担当

者 SOLAS条約 4章 5章 改 通信 役割 関 補足説明 ン WMO

衛 VDES 地 局 VDES 関 関 質問 VDES 関 様々 質問

応答 え 活発 意見 情報交換 行わ  

 

 NAVDAT 捗状況 

ン NAVDAT 最新 捗状況 い 報告 報告 中 NAVDAT 使用 ITU

周波数 認 必要 あ 割 当 い い NAVDAT NAVTEX 術的 時

併用 説明 IMO担当者 船 信機 う 質問 対 ン

NAVDAT NAVTEX 信機 異 別途必要 あ 信機 船 搭載

NAVDAT NAVTEX 併用 回答 IMO担当者 NAVDAT MSI

扱わ い い 関 規則 改 必要 あ 指摘  

 

 WWNWS 捗状況 

 S-124 捗状況報告 

S-124PT 議長 Mong氏 S-124 最新状況 関  

10 間 計画準備 あ 2024 11 予 い ョン 認 向 準

備 い 中心 開発 経緯 関連 文書 作成状況

実施状況 ョン 認 向 後想 S-57 S-124

変換 必要性 い S-124 認証 方法 明確 GMDSS

入 向 課題等 い 説明  

対 各国 API ン NAVTEX S-124航行警報 適用可否

い 意見 出 Mong氏 S-124 航行警報業務 IHO S-100

表 沿 2025 12 運用 予 あ 踏 え 改

良 認手 踏 い 予 あ 及び S-124 優 課題 MSI あ NAVDAT

や VDES 後対応 い 発言 あ ン 電子海 作成
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CARIS S-100 対応 い い S-124 開発 必要 S-124 航行

警報 対応 電子海 ECDIS 表示 必要 あ S-124 合わ ENC

開発 必要 あ 課題 あ 発言 あ 対 Mong氏

問題 解決 API い API 開発 必要 回答 あ

WMO ENC 必要 あ IALA Aids to Navigation 対応 必要

あ 発言や IMO担当者 ECDIS S-124 搭載要件 確 必要 あ 指摘 あ

 

Mong氏 長 会議場 任意 ン 臨時 検討会 企画

日 含 14 国 参 行 い S-124 作成

手法 い 紹 各国 経験 乏 い NAVAREA-I＆Ib＆ ン

NAVAREA-III＆ ン 組 合わ 作成

試行等 引 組 情報 共 い  

米国 S-124 使 航行警報作成 発出

研究 例 紹 米国 S-53 S-124 変換 作成方法 既 装置 航行警報

案文 作成 例研究 紹 あ 自国 VDES実験 一環

VDES衛 用い S-124 送信実験 WWNWS15 終了後 い時期 実施 計画 持

回WWNWS16 い 実施結果等 報告 予 あ 発言  

 

 S-100 配信 ン  

 WWNWS議長 S-100 中 航行警報 扱う S-124 い 現状 航行警報

枠組 中 多 予想 S-124 う 配信 特 NAVTEX

い S-124 配信 後 う 対応 関 問題 提起 論点

作成 参 者 説明  

 論点 い S-124 容 現状 EGC NAVTEX 送信 航

行警報 容 均 37倍程 大 見込 既 EGC放送等

対応困難 あ 前提 論点 現状 NAVTEX送信者 S-124 配信

あ い NAVAREA調整者 区域 NAVTEX送信者 わ NAVTEX警報 S-124 変換

配信 NAVTEX 複 い 海域 許容 あ い 何

対応 必要 等 課題 挙 い  

 論点 対 参 者 質問や ン 幾 出 会議

制約 議論 時間 十 確保 い 後 検討 行  

 

 宇 活動ワ ン 報告 

 当 ワ ン 長 務 米国 WWNWS14 設立 決  

会合 2回開催 及び 検討 容 報告 増大 宇 航行安全

影響 問題 顕在 想 必要 報告書書式 作成 回

WWNWS16 引 対応 検討  

 

 火山活動 航行安全 関 WMO/IHO共 報告 

 NAVAREA XIV ン 前 WWNWS 世界気象警報 委員会 WWMIWS

合 会議 設立 決 火山活動 航行安全 関 合 活動 い

報告 報告 い 開催 ワ ョ 概要や ン
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実施 火山噴火対応訓練 紹 火山 視担当機関 航行 気象警報業務 十 理解

う 含 日頃 連携 深 必要性 強調  

 

 第 108回 MSC 対 WWNWS WWMIWS 提案 骨子素案 

 WWNWS議長 要請 Shepard氏 会議期間中 作成 参 者 前日

務局 配信 MSC108 RMSS使用義務 伴う 問題 提案骨子

素案 会議最終日 検討 素案 新 RMSS 運用 必要 設備 人

員 運用 訓練 具体的 や複数 RMSS使用 API 活用

後 課題 論点 掲 い Shepard氏 報告 対 様々 ン や意見 交わ

特 新 認可 RMSS 設備 調達 段 経 格的 運用

要 期間 長 考慮 運用 開始時期 最終的 期限 設 是非等

論点 い 活発 議論 交わ 会議時間 制約 議長 日 議論 踏 え

後 通信 ン Shepard氏及び議長 提出 欲 い 発言 件 引

検討課題  

 

 ン 文書 関連文書  

 文書 ワ ン Document Review Working Group 報告 

 WG 議長 務 WWNWS議長 統一的 EGC NCSR11 提示

想 WG い EGC 改 案 起草 IMO 提出 予 あ

説明 中国海 局 BDMSS 案文 作成 IHO 提出済 発言

WWNWS副議長 Ski氏 S-124 IMO 認 行わ 予 発言

あ IHOやWMO IMO 提出 WWNWS 関 文書

情報共 い い 発言 あ  

 

 IHO刊行物 中国語翻訳版作成 提案 

中国海 局 IHO 刊行物 中国語 作成 提案書 WWNWS15 提出 WWNWS

議長 誰 中国語刊行物 認 明確 必要 あ ン

WWNWS 務局 IHO 刊行物 ン 翻訳 あ 膨

大 翻訳作業 あ 憶え い 中国 刊行物 翻訳 問題 い IHO

刊行物 特 英語特 航海用語 解釈 あ 言語 解釈 異 あ

公 性 矛盾 無い 保 必要 あ IHO 諮問機関 認

発言 あ WWNWS議長 刊行物 記載 容 最新維持 必要 あ

翻訳作業 行い IHO 式 認手 踏 う必要 あ 言及  

 

 議長 副議長 選出 

2023 2026 3 間 議長 び副議長 選出 行わ 現職 Janus議長 米国

Ski副議長 満場一 再選  

 

 回会合 い  

WWNWS 回会合 い 来 海軍水路部創設 150周 記念 海 交通

安全 極 要 会議 招 栄 あ 発言 2024 9 2日

開催 決 世界気象警報 委員会 WWMIWS 開催

い 現時点 WWNWS/WWMIWS 共 ョン 通常 2 回程
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開催 経緯 あ 回会合 共 ョン 設 う い 後

WWMIWS 調整 2025 米国 2026 ン 開催

 

 

  

IHO 副 務局長 IHO 及び地域水路委員会 女性 活躍推 向 組

い 紹 ン 新 構築 警報情報 航行 ン ョ

ン ン 共 API 実装実験 状況報告

拡張 ョン ン 義 関 発表

ン NORD ン 流出 案 緊急対応 例 い

発表 行わ  

2022 9 発生 NORD ン 案 対 航行警報発出 緊急対応

い 当初 噴出箇所 位置 特 や噴出規模等 関 確 情報 得

対応 苦慮 回 警報業務担当責任者 前任者 10 前 う 案発生 想

作成 い 緊急対応 非常 役 立 強調 案対応 得

教訓等 含 ン 大 案 参考 例 報告  

 

 閉会 

WWNWS議長 全 対面参 及び 参 出席者 会議 協力 支援 感謝 言葉

述 第 15回WWNWS 世界航行警報 委員会 会議 閉会  

 

  

日 東 地域 担当 NAVAREA-XI 調整国 1970～1980 NAVAREA 制

開始時 域 航行警報業務 滑 実施 必要 調整や 術能力向 研修 実

施 発揮  

世界航行警報 委員会 NAVAREA調整国 関 国 機関 中心 開催 会議

あ 最近 NAVAREA調整国 NAVTEX国 調整者 National Coordinator 参

増え い 回 NAVAREA調整国 国 中国 8 国 参 特 中国

NAVTEX 国 調整者 参 国 中 唯一 ョ 回 含 毎 発表

BDMSS 捗状況 説明や IHO 規則 等 中国語翻訳版作成

提案 積極的 姿勢 示 い  

世界航行警報 委員会 世界航行警報業務 運営 必要 決 場 あ

NAVAREA調整国 期待 責務 果 域 全体 航行警報業務 適 遂行 維持

い 確認 場 あ 各調整国 域 National Coordinator 連絡 密

常 状況 確 把握 必要 生 場合 国 調整者 適 言 指 行う や途

国 術 向 う 活動 求 い  

日 NAVAREA-XI 報告 中 域 国 調整者 ョン や各国

調整国 情報提供 一層推 行 各国訪問 各国 要望 対応等 活動 対

WWNWS 議長及び NAVTEX 調整局 議場 い 日 NAVAREA-XI 調整国

域 ン 連携 深 い 対 改 感謝

意 表明 禍 完全 い 言え い状況 困難 状況

想 日 NAVAREA-XI 調整国 域 各国担当機関 訪問 東 水

路委員会 会議等 効果的 活用 術 向 各国 訪問 研修 開催や各
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国 連携強 連絡調整 場 作 企画 引 効果的 施策 計画的

的 実施 い 必要 あ 思料  

一方 回 VDES 初 WWNWS 議題 議場 後 新 航行警

報 期待感 活発 議論 交わ 注目 VDES や NAVDAT

世 型 世界航行警報 や S-124 組 い 後日 含 各 NAVAREA

調整国 要性 更 増 積極的 対応 必要 考え  

 会議 2回 い 後 昨 様 回 対面

形式 会議 開催 会場 開催 独 時 会議時間 長 確保

や 務局 会議後 ョン 食会 会議中 等 場

情報交換等 活用 緊密 議論 情報共 行え 一方 遠隔地

参 容易 開催 一 あ 思わ

回 会議 宿題 含 様々 課題 対 世界航行警報 委員会 会議 場 関

者 緊密 意思疎通 後 い 極 要 あ 思料  

 

 

 

写真  Janus議長 左 人目      写真  会議場 風景 

Ski副議長 左端   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真  会場 IHO 入居 い 建物  写真  IHO 入口 玄関  
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Ⅳ 東 水路委員会海洋空間 基 作業部会 EAHC MSDIWG  

EAHC Marine Spatial Data Infrastructure Working Group  

 
 会議 称  第 回東 水路委員会海洋空間 基 作業部会 

 開催期間 和 5 9 19 火 ～21日 木  

 開催地  
 出席者   一般 団法人日 水路協会 調査研究部長 楠 勝浩 

 各国出席者 中国 ン 日 韓国 ン  

ン 英国 11 国 22  

報告書 尾参加者 参照  

 
 会議概要 

   東 水路委員会海洋空間 基 作業部会 EAHC MSDIWG 2015 第 12回東
水路委員会 EAHC 総会 い 設立 認 2016 第 回 EAHC 運営委員会 韓

国 担当国 2017 第 回 EAHC運営委員会 作業部会 付 条項 TOR 択

2018 第 回 2019 第 回 作業部会 開催 後 コ 影響

中断 2023 回 第 回WG会議 ぶ 開催  

 
．  開会 

    EAHC MSDI議長 Ms. Iji 韓国 開会 挨拶 あ 前回会議 2019 開催

後 新型コ 影響 開催 回開催 旨

発言 あ  

 

．  議題 択 

    提出 議題案 い 議長 議題 11 新 いワ ン 検討 変更 提

案 あ 了  

    議長 韓国政府 事情 議長 降 得 他 ン 国 議長

引 う要請 あ  

 

．  前回決議及び 後 状況 

    前回会議 決議 後 い あ  

    決議  ン 回作業部会 地球海洋空間高等教育研究所 開発 状況

発表  

       → ン 詳細 内容 国 報告書 載  

    決議  ン 回 作業部会 う海洋 扱う 吟味 報告

 

       → ン 詳細 後 国 報告書 載 確認  

    決議  議長 MSDI 管理体制 調 各加盟国 ン 送付 回

作業部会 結果 発表  

       →現状 部 的 報告 い  

    決議  ン ン 日 韓国 ほ 関心 あ 加盟国 協力

得 東 水路委員会 MSDI 標準 ン草案 作成 回

作業部会 提出  
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       →草案 回作業部会提出  

    決議  加盟国 IHO MSDI 関 ン 来 回答 参考 議

長 提出  

       →第 回作業部会 完了  

    決議  韓国 MSDI 研修資料 完成 IHO TRDC-BOD 議長 提

供  

       →韓国 関 締約国 対 完成後 資料 共 い 確約  

    決議 7 副議長 加盟国 MSDI 利用 可能性 あ 主要

照合  

       →副議長 決 い い 決議 進 い い  

決議 8 韓国 東 MSDI 開発 回 WG会議 報告

 

   → COVID-19 ン 開発 途中 中

い 韓国 後 説明  

決議  提案 作業部会 作業計画 回日 開催 東 水路委員会運

営委員会 議長 報告 認 得  

→議長 運営委員会 提案 作業計画 認 報告 あ  

決議 10 議長 ン び 国 MSDI ワ 開催 向

調整  

   →議長 ン び 国 連携 MSDIワ
編成 委任 個 ワ 設立

回 会議 形式 用 決議 要件 満  

 

．  MSDI 国 進捗状況 報告 

  各国 MSDI 進捗状況 い 報告 あ 概要  

  

来 開始 国家 MSDI 開発 い 何 言 い 述

 

対 香港 中国 直面 課題 克服 標準 MSDI
開発 極 要 あ 述  

 ン  

CPT Agus Sutrianto 航海安全情報等 公開 水路 ン

及び国家標準 あ 1 地 政策 い 発表  

課金 関 質問 対 ン 提供 情報 無

料 あ 答え 一方 他 機関 情報 得 困難 あ 相互共

通 情報 得 述  

日  

日 海 い 紹 海 海洋情報

表示 あ 様々 機関 あ 様々 海洋情報 入手

可能 あ MSIL 戦略的 進 方 い 改訂戦略 コン ン 充実

利用 進 含 い API ン あ

他 ンや 利用 可能 あ 等 紹  

ン  

ン 説明 術的 改善 標準
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要 あ 述 一般向 一般 産業 高等教育機関 利用 非

機密 あ 機密性 高い い 政府機関 利用 い 海陸

統合 い 現在 調査研究段階 あ 述  

韓国 

集 管理 示 複数

集 ワン ン 統合 S-100 基 海洋

提供 説明 あ 韓国 2025 示 S-100
基準 統合 海洋地理空間情報 作成 管理 行う 製品 改良 い

明  

 

S-100ENC 製品 移行 い 港湾や沿岸域 含 主要 地域 S-100
海 製品 開発 移行 向 大 進展 い あ

水路局 VHO 南 海事局 海軍 構成 い

紹 VHO 航海用海 不可 基 集 含 海 作成全般

督 中央機関 機能 い  

 
．  IHO⁻MSDIWG 国際水路機関海洋空間 作業部会 及び UN-GGIMWG-MGI 地球規
模 地理空間情報管理 関 国連専門家委員会海洋空間情報作業部会 報告 

． ．  IHO-MSDIWG 報告  

韓国 2023 1 開催 第 14回 IHO-MSDIWG会合 報告

行 報告書 IHO C-17 草案 MSDI 伝統的 役割 中心

海洋地理空間情報 相互利用 新 知見 導出 及び一度 得

何度 利用 う い 新 い役割 移行 い 強調

報告書 会合 EAHC-MSDIWG 開発 MSDI 実例 関 情報 共

報告 いう EAHCM-SDIWG 関連 行動計画 択 載 い

行動計画  COVID-19 延期  

韓国 3 ン 開催 回 IHO-MSDIWG い EAHC-
MSDIWG 活動 基 い IHO-MSDIWG MSDI実例情報共 行動計画 修

提案 ン IHO-MSDIWG会合 EAHC加盟国 存在感 積極的

参加 要性 強調 現在 IHO-MSDIWG 会議 他国 表 議論 中心

東 地域特 懸念や状況 見落 い 可能性 あ 特 国際的

場 議論 ンや義務 実施 独自 課題や複雑 直面 い 可

能性 あ 地域 発展途 国 い 注意 必要 あ  

 
． ．  UNGGIM WG-MGI 地球規模 地理空間情報管理 関 国連専門家委員会海洋空

間情報作業部会 報告 

ン UNGGIM WG-MGI 報告書 い 発表 中 作業部会内

表者 間 格差 存在  海洋当局 陸 当局 影 隠 い う 見え 強

調 ン 海洋 領域 往々 十 表 要 役割

う 場 十 認識 い い 指摘 海洋当局 航行安全 確保

関 要 任 あ 強調 視点 国連 明確 伝え 理解 必要

あ 述 ン 理解 認識 進 海洋当局

い 広範 任 紹 海洋環境 い 果 い 要 役割 説明

不可 あ 説明 海洋地理空間 包括的 範 明確
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開発 共 必要 あ う 現在不足 い

海洋領域 複雑 任 対 一般的 理解 評価 如 原因 あ  

後 展望 ン IHO-MSDIWG UNGGIM WG-MGI OGC-MWG 海

洋大循環 作業部会 各会合間 相乗効果 言及 間 結束 協力

的 対話 進 目的 協力的 者会合 主催 ン 意欲 拍手 送

最後 ン 多 水路当局 積極的 参加 う 加盟国 強 求

 

 

．  EAHC-MSDIWG 関 報告 

韓国 第 1 回 び第 2 回 EAHC-MSDIWG い 課題 教訓 含 報告

発表 中心 韓国 主導 EAHC-MSDI 紹 あ

残念 COVID-19 ン 予期 混乱 開発 中断

い  

韓国 加盟国間 海洋空間 基 調和 過程 直面 問題 い 述

各加盟国 異 理解 期待 国内的制約 持 い 共通 関心事や

焦点 特定 困難 あ 主 問題 1 挙 韓国 各国 MSDI
進捗状況 評価 基準 設 提案  

ン 韓国 提案 意 表明 現在 空白 最適 表現

進 標準 い いう認識 共通 い 述 ン

MSDI 潜在的 利点 明 利用例 示 必要性 あ  

議長 韓国 ン 得 知見 後 3 間 作業計画 映 基礎

的 述 対 韓国 UNGGIM IGIF-H 地球規模 地理

空間情報管理 関 国連専門家委員会統合地理空間情報枠組水路 益者 特定 析

加盟国間 共通認識 醸成 活用 提案 ン 益者 特

定 析 行う前 MSDI 開始 基 的 前提条件 定義 不可 あ

指摘 前提条件 必要 明確 や 能力構築や

ン 構造 側面 考慮 含 加盟国 後 発展段階 結

束 進 う あ  

韓国 発展段階 課題 加盟国間 様々 相異 扱う情報 多様性 あ

述 IHO C-17 文書 基 共通項 見出 焦点 当 行動計画 実

施 提案 中 各国 現在 地理空間情報管理 関 コ

い 詳細 情報 集 ン評価調査 回付 ン

現在 EAHC-MSDIWG会合 出席 加盟国 通知 回覧文書 発 提案

 

議長 加盟国 対 公開 い  MSDI 共 う提案

調整 任 日 EAHC常任事務局 委  

 
．  IHO-SG Innovation Lab(国際水路機関- ン 術革新研究室)  

報告 

ン 後開催  S-57  S-101 変換ワ  東
水路委員会 参加 極 要 あ 述 委員会 加盟国 積極的 参加

ワ 自費 行わ ン ワ 協力 意見

交換 行う 水路 術革新 進 うえ 極 要 あ 強調  
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．  MSDI- 発見 鍵 相互運用性 推進  

ン 高等教育機関 海洋科学研究機関 政府機関 間 調整 難

機関間 標準 統一 進 い 述 EAHC 対 地理空

間 国際標準 あ ISO19115 用 検討 う  

英国海洋情報部 いう用語や領域 対 理解や

概念 進展 い 指摘 慎 意見 述 英国海洋情報部 英国 含

多 加盟国 国毎 標準 いう課題 組 大 問題

あ 指摘  

発言 ン 自 意 既存 一新

現在 枠組 顕著 問題 対処 是 あ 述

協力的 進展 妨 既存 縦割 組織 解体 必要性 強調 調和 向 協調

的 集団的 必要 あ  

ン 東 地域 先駆者 東 超え

広 う 標準 加盟国 協力 作成 必要 あ

述 最後 新 行動計画 導入 わ 午前中 ン 概説

ン 成 集中 現在 MSDI 成熟度 評価 協力的

組 提言  

 
．  海洋 紹  

韓国 IHO S-97 ン 沿 開発 進 い 海洋 開発進捗

状況 紹 要 要素 水深 空白域 特定 陸海連

性試験 実施 あ 海洋 構想 持 可能性 確

あ  

ン 特定 水深 空白域 埋 方法 い 質問 韓国

海洋 陸 間 参照 い

回答  

香港 中国 空白域 対処 潮位変 利用 要 あ 指摘

香港 中国 潮時 特定 装備 用い 地形 ン 実施 い

彼 経験 説明 香港 中国 う 活動 水深空白域 埋 中心的

組 あ 述  

ン 験潮所間 変 非線形 あ 注目 韓国 複雑

う 克服 計画 い 説明 求 韓国 必要 実行

依存 海陸 地形 一 性 あ 基準 合

わ 繰 返 ン 議論 複雑 要素 含 い 術的

意味 確認 共 解決策 後 ン 会話 提案

 

 
．  SWPHC 南西太 洋水路委員会 視点 

ン 氏 英 SWPHC 視点 い 発表 海洋情報

国連 持 可能 開発目標 SDGs う 絡 合 い い 洞察 説明

ン 氏 特 SWPHC 表 様々 大洋州 多様 社会経済的背景 考慮

目標 実現 献 海洋情報 役割 強調  

発表 ン 価値 関 提案表 共

SWPHC 事例 紹 潜在的 利益 強調 う 事例 知
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EAHC 審議や計画立案 益 あ ン 述  

韓国 SWPHC SDGs 連携 行 い 活動 い 明確 説明 う求

発言 対 UKHO 英国海洋情報部 様々 SWPHC加盟国間 経済社会

ン や 活動度 い い 説明 国々 広大 海洋 管轄権 考慮

持 可能 開発目標 沿 戦略 運営 行う必要性 強調  

ン 海洋情報当局  SDGs 積極的 解釈 あ 提案

協力 範 拡大 集団目標 持 う求 異 地域

水路委員会 議長や 議論 参加 要性 強調

議論 後 計画 組 込 提案  

対 英国 IHO 国際水路機関 多国間 機関 異 地域水路委

員会 RHC 間 相互協力 進 任 RHC 独立性 認

独立性 IHO 共 作業 協力 進 いう義務 遂行 妨 い

強調  

実現 議長 UKHO 協力 得 EAHC-MSDIWG 東 海洋空間

基 作業部会 SWPHC-MSDIWG 南西太 洋海洋空間 基 作業部会 間

ン 設置 提案 連携 SDGs 包括的 析 海洋空間 基

整備 活 目的 あ IHO-MSDIWG 国際水路機関海洋空間 基

作業部会 提案 適 う 断 役立 あ う  

 
．  EAHC MSDI 東 海洋空間 基 関 新規 提案 

議長 EAHC MSDIWG 東 海洋空間 基 作業部会 後 作業 目標 合

理 作業計画 見直 提案  

議長 作業部会 具体的 見通 役割 定 要性 強調 後 作業部会

組 適 進 作業計画書 項目 A1 維持 提案 議長

項目 C1 作業部会 運営 目的 い 常 変わ い 項目 無期限 残

提案  

一方 EAHC TOR 見直 関 議長 議長職 性 偏 あ 任期

削除 う提案 議長 議長 び副議長 選出 い 作業部会 行い

後 EAHC 運営委員会 認 得 いう条文 変更 提案 加盟国 議長 提案

修 案 意  

 
．  EAHC MSDIWG 議長 び副議長 選出 

EAHC MSDIWG 議長 び副議長 選出 あ 議長  EAHC 加盟国 指 募

対 ン ン 議長 指 ン 応

ン 副議長 指 議長 指 認 後 加盟国 ン

ン 議長 び副議長 選任 認  

 
．  他 議案 

他 議題 い 議長 2 議題 提起 第一 議長 全 EAHC-MSDI
加盟国 対 EAHC 会議 関連資料 共 う 必要性 強調

議長 回会合 開催地 い 提案 求 ン 回 開

催 志願 加盟国 歓迎  
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．  EAHC-MSDI第 回作業部会 決議事項 び行動計画 認 

EAHC-MSDI第 回作業部会 決議事項 び行動計画 会合事務局 ン

提示 加盟国 決議事項 び行動計画 若 修 加え  

 
．  閉会  

議長 ン 回 EAHC MSDI作業部会 主催 発表 ン

機会 EAHC MSDI作業部会 主導 韓国 力 称賛 加盟国

韓国 EAHC MSDI作業部会 献 称え  

 
 所感 

   第 回東 海洋空間 基 ワ ン 会議 い 各国

各国 進捗状況 報告 国 海洋空間 基 整備

状況 様々 日 海 う 多数 政府機関等 参加 国民 幅広 利用

基 整備 い 国 あ 整備 い 参加機関 少 い あ い 計

画 整備 見通 立 い い等 進捗状況 大 開 あ 後

進捗 遅い国 一定 適 行う 粘 強い支援 求

 

 
 参加者  

 

国 氏  所属 役職 

 

NURANI AHMAD 測 局 

HJH YUSNIDAH HJ 

MOHAMMAD YUSOF 
 

中国 
YUE YAN RICKY 香港海洋水路部 

TAK MING  

ン  
AGUS SUTRIANTO 海軍水路部海 課長 

ANDRY NOVIANTO 海軍水路部 

日  

金田 健太郎 海洋情報部 国際業務室長 

澤 理香 海洋情報部 情報管理課 

楠 勝浩 日 水路協会 調査研究部長 

韓国 

IJI 水路海洋庁 

SOO KYOUNG  

MYEONGHUN JEONG 朝鮮大学 

ン 
LORENA JASMIN D. LERIO 地 資源情報局 

MAY ANNE L.JAVIER  

ン  

LEE WENG CHOY 海事港湾庁 

PARRY OEI  

LAWRENCE CHEW  

英国 CHRISTOPHER HUNT 水路部 
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Ⅴ 潮汐 水準 海潮流 作業部会 (TWCWG) 

Tides, Water Level and Currents Working Group  

 

 会議 称  第 回 潮汐 水準 海潮流 作業部会 TWCWG8  

 開催期間  和 20日 火 ～ 22日 木  

 開催場所  会議 Remote VTC Meeting  

 出席者   一般 団法人日 水路協会 術   西田 英男 

 各国出席者 ン ン ン

ン ン ン ン 日 ン

ン 韓国 南

ン ン 英国 米国 IHO WR Systems PRIMAR Portolan 

Sciences SevenCs PSMSL 計 64 報告 尾参 者氏 参照  

 

 

 会議概要 

TWCWG 潮汐 海図基準面 均水面 海潮流 関 術的 調整 び勧告 IHO刊

行物 開 維持を目的 国際水路機関 IHO 作業部会 あ 回 会議 国

際海事機関 IMO 新 い S-100 対応 電子海図表示装置 S-100 ECDIS

移行 を示 を TWCWG 担当 S-100 製品 様 S-104/S-111

第 2.0.0版 認 急 状況 開催さ そ 第 2.0.0版 ン

関連 作業 焦点を当 議題 集中的 協議さ  

 

．  開会 

Chris JONES議長 英国/UKHO) 開会を 言  

 

．  会議運営 

． ．  議題案 TWCWG7議事録 認 

IHO 事務局 会議 議題案 前回 TWCWG7 議事録を 明 議題案 議事録

異議 採択さ  
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． ．  会議 内容  

議長 会議 内容 案を 明 議長 用意 異議

採択さ  

 

． ．  会期間活動 報告 

議長 明 HSSC15 報告内容 異議 認さ 彼 S-104 水 S-111

表層流 製品 様を 2024 ～11 頃 第 2.0.0版 行 HSSC15

い 決定さ を指摘 TWCWG 草案を作成 必要 あ 留意 う述

 

 

． TWCWG 関 最新情報 

． ．  調和定数標準  

 議長 初 参 ン 調和定数標準 TWCWG あ

を周知  

 

．  ．  共通 を異 解析 潮汐推算 結果 比較 

 議長 2023 1 国際海洋物理 学連合 IAPSO 潮汐解析手法 関

研究会 初回 ン 開催さ を報告 TWCWG IAPSO 活動を支援

献 を を確認  

  

．  ．  歴史的 復元 考古学 

 TWCWG 気候変動 関 活動 要 IOC/GLOSS を考慮

を監視 要性を確認 活動 恒久的 活動  IHO 潮

汐 水 流況作業部会 TWCWG Work Plan あ 全球海面観測

GLOSS 任務 あ 確認さ 関連 Geoscience Data Journal

事 紹 さ  

 

．  ．  High Resolution Bathymetric Surface VRF 確立 維持 

 海水路委員会 NSHC 潮汐作業 TWG 国境 海図基準面 CD

LAT 差を最小限 抑え 活動 的 行わ い Ronald KUILMAN ン

第 26 回潮汐作業部 会議 TWC26 い 海 海 国境や各国

合う部 LAT 差 調査結果を報告  

 

．  ．  IHO 盟国 使用 験潮所  

  TWCWC Miscellaneous IHO 盟国 使用 験潮所 掲載

さ い 周知さ 参 者 を確認 変更 あ IHO 事務局 報告

う要請さ  

   

．  ．  潮汐 ン ン ン  

 TWCWG 潮汐 ン ン ン 変更 あ IHO 事務局 報告

う要請さ  

   

https://rmets.onlinelibrary.wiley.com/doi/epdf/10.1002/gdj3.179
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．  ．  IHO 盟国 使用 海図基準面  

 TWCWG 海図 使用さ い 国 基準面 掲載さ い

参 者 周知さ 関連 あ 基準面 値を 基準面 変換 際 変

換 関 TWCWG 情報を集約 案さ  

 

．  S-100 製品 様 関 表 捗状況 

 Raphael MALYANKA 米国 2023 11 開催さ S-100WG8  ン

最新情報を 供  

彼 最初 運用版 S-100製品 様 Phase1 完成前 新 S-100 第 5.2.0版 必要

あ 決定 を報告 S-100 第 5.2.0版 認 入 い

調  2024  6 中旬 式 公開さ 可能性 あ 述 S-100 第 5.2.0版

変更点 一 S-100 Part15 電子署 修 公開鍵暗号方式 DSA

ECDSA 鍵長 変更 あ 修 S-104/S-111を含 S-100製品 様全体 影

響を及 参 者 注意を払う 内容 あ さ そ S-100 修

案を自身 ン 明 1  

 

． ．  S-104製品 様 

 前回 会議 TWCWG7 降 開催さ S-100WG8 S-104製品 様 密接 関

議題 大い 審議さ そ 会議 S-100WG8 審議さ S-104 製品 様関連

事 要約さ 後 そ 示さ 課題 対応 協議さ  

  

． ． ．  S-100WG8 S-104製品 様 議論 

 

． ． ． ．  S-100 Validation Test 作業 報告 

 2022 12 設立 S-100WG S-100 Validation Test 作業 S-100製品 検

証 を う 実 検討 彼 複雑 異 製品 様

を 時使用 を目的 評価 従来 IHO S-58 Recommended ENC 

Validation Checks 電子海図評価確認) さ い を確認 そ う 複

雑 評価方法を合意 IHO 作業 や や 盟国

横断的 協力 必要 あ 結論 2  

 

 特 S-98 Data Product Interoperability in S-100 Navigational Systems (S-98) 第 1.0.0版 Annex 

C い S-100 ECDIS 計画さ い 新機能 あ 水 調整 Water Level Adjustment, WLA

互換性 あ を 時使用 際 安全を確認 新 い

IHO Validation check(検証 必要 あ を示唆  

 

 S-100 ECDIS い 異 製品 様 を 時使用 場合 生 可能性

あ 誤解や危険 注目さ 具体的 S-101 S-102 水深 情報を保 い

製品 様 検査内容 大 異 や 作成/更新時期 違い

 
1 Comments(Raphael MALYANKA) on the S-100 change proposal 

2 S-100 Validation Tests and Cross-Product Validation 

https://portal.iho.int/share/files/716
https://portal.iho.int/share/files/714
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最 安全 を表 さ S-101 浅い水深を S-102 示 場合 あ

S-101/S-102 ECDIS 使用 安全 あ を識 必要

あ 示さ  

 

 う 誤解や危険 水路機関 Hydrographic Office) 公開 あ い

う 外 を組 合わ 運用 際 安全性を 断 用意さ い

い現状 い S-104 う 水路機関 外 多様 組織 配布さ 可能性 あ

組 合わ 場合 さ 増大 可能性 あ 懸念さ  

 

 ECDIS 使用を目的 い WLA非互換 ECDIS 表示 S-102 S-104

あ WLA 使用 ふさわ い を識 必要 あ

指摘さ  

 

． ． ． ．  S-100 Discovery Metadata 修 関 案 

 S-100第 5.1版 交換 exchange catalogue) S-

98 述さ WLA互換 あ う を示 情報 含 い い  

 

S-100WG8 い WLA互換 あ う 情報を ン 示

使用 う 情報を Discovery Metadata 述

案 さ 報告さ  

 

Discovery Metadata 関 案 

章 節 案 

17 
  

4.5 WLA-compatibility - Clarification to Discovery Metadata3 
ECDIS ン S-98 WLA 互換

否 を検出 う S100_DatasetDiscoveryMetadata
"SpecificUsage”属性 そ 情報を持  

17  4.5 WLA-compatibility - Clarification to Extension to Discovery Metadata 
S-98 WLA 互換性 あ あ 示

exchangeCatalogue Discovry Metadata
categorycodeを新 追  

 

さ ン を 柔軟 容易 HDF5

内部 Embedded Metadata 互換性 関 情報を追 や NIPWG

協議 S-128 航海製品 互換性 関 情報を追 案 検討さ

紹 さ  

 

． ． ． ．  TWCWG議長 S-104 報告 

S-100 ECDIS S-104 役割 関 TWCWG議長 S-104

 
3 こ 提案 S-100製品仕様 含 代わ S-98 Annex C C-23節 設さ S-100 明
確化 く S-98 ECDIS固有 要件 し 実装さ 可能性 あ  

https://portal.iho.int/share/files/494
https://portal.iho.int/share/files/495
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S-100WG8 い ECDIS 付 水 情報 種類を過 制限 い

要 あ いう立場を表わ 4  

 

彼 立場を表明 背景 S-164 OEM WLA実装 関 科会

S-101 S-102 S-104 互換性を確保 検証 実 IHO 要求さ そ

検証 草案 GitHub5 報告さ S-100WG 案さ 予定 あ 挙

 

 

検証 草案 ECDIS 向  S-102/S-104 OEM 観点

要件を課 あ そ 要件を満 さ い OEM 検証 除外さ

あ  

 

GitHub6 報告さ S-100WG 案予定 さ 検証 草案 

In the S-164 group a breakout meeting on implementing water level adjustment with the 
OEMs specifically requested that IHO puts validation tests in place to ensure 
compatibility between S-101 and S-102/S-104 data. The requested tests were 

identical vertical (sounding) datums 
no holes in the S-102/S-104 coverage unless over land and no coverage on land 
use of only regular grids 
coincident coverage of S-102/S-104 

from the OEM perspective, all S-102/S-104 data destined for ECDIS (and this is only for 
data for use on an ECDIS) should meet these requirements - the OEM will filter out 
anything not meeting them and tests have been requested for S-164 so they can develop 
that functionality. 

  

検証 課 S-102/S-104 制限 S-98 Annex C 載さ

い WLA 使用 いう観点 述さ ECDIS 使用 許

可さ いう観点 表現さ い を意味 い 注目さ  

 

 IMO 改 性能基準MSC.530(106) 2026 1 1日 降 設置さ ECDIS 適用さ  

MSC.530(106) 要求さ い  
1.3 ECDIS should be capable of displaying all nautical information necessary for 
safe and efficient navigation, originated and distributed by or on the authority of a 
government, authorized hydrographic office or other relevant government 
institution, as required by SOLAS regulations V/19 and V/27. 
 

MSC.530(106) ENDS (電子航法 ) 概念 定義さ い  
3.3 Electronic navigational data service (ENDS) means a special-purpose 
database compiled from nautical chart and nautical publication data, 
standardized as to content, structure and format, issued for use with ECDIS by or 
on the authority of a government, authorized hydrographic office or other relevant 
government institution, and conforming to IHO standards; and, which is designed 
to meet the requirement of marine navigation and the nautical charts and nautical 

 
4 Water Level Information on S-100 ECDIS 

5 Input on validation checks 

6 Input on validation checks 

https://portal.iho.int/share/files/553
https://github.com/iho-ohi/S-102-Product-Specification/issues/50
https://github.com/iho-ohi/S-102-Product-Specification/issues/50
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publications carriage requirements in SOLAS regulations V/19 and V/27. The 
navigational base layer of ENDS is the electronic navigational chart (ENC). 

 

ECDIS 潮汐表を表示 必要 あ を意味  

 

 案さ 検証  

験潮所 置 ン 地理 標 表現

ECDIS 潮汐表 禁 さ  

 

一部 流体力学 長方形 い を使用 予報情報を含

水 生成さ georeferenced grid  TIN 符号 配

布 除外さ  

 

長方形 あ う 関 流体力学 わ 天文潮汐推算値や

水 観測所 値 値自体 ン 表さ 比較 を

評価 験潮所 置 ン ン ン 符

号 配布さ 可能性 あ 除外さ  

 

将来 計画 AIS Application Specific Message( ン特定

ASM を 水 情報 配信 含 い 除外さ

 

 

 TWCWG 議長 S-104 情報 安全 効率的 航行

必要 あ S-98 載さ い WLA 使わ い ECDIS 船員 利用

う あ 指摘  

 

 各国水路機関 S-104製品 生産 準 う い 検討さ 2026 S-

100 ECDIS 運用可能(an operational reality) 際 初期段 完全 必要

い 運用 使用 S-104 準 い 必要 あ 準 影響

要因 特定さ  

 

従来 験潮所 水 情報 形式 変換 多大 時間 労力

必要 あ 特 小規模 水路機関 2026 そ 直後 を完了

資源 専門知識を持 い い可能性 あ  

 

水路機関 水 検証を実 配布 S-104 確性 自信を持

必要 あ 十 資源を保 水路機関 さえ 大幅 開 必要  

 

特 一部 水路機関 S-104 を 1 日 複数回配布 を計画 い

術 ン ン 管理 側面を含 配布 問題 対処

必要 あ  
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 TWCWG S-100 ECDIS 運用開始さ 時点 S-104 を regular 

grid)形式 配布 準 整 い 少数 水路機関 あ 予想 一方 潮

汐表 広 作成さ 形式 変換 比較 fixed station format 形

式 S-104 変換 容易 毎日 あ い 毎 更新 必要

い を指摘 ECDIS 形式 許可 いう規則 ECDIS S-

104 最初 非常 希少 あ う を意味 世界 多 港や水路

い ECDIS 潮汐 水 存在 い そ 要 海事出版物 潮

汐表 そ 替物 MSC.530(106) 定義さ ENDS 落 う

予想  

  

 ECDIS 水 情報 使用 関 S-100 第 5.1 版 画 portrayal)規則 時系列

や複雑 構造 写 必要 機能 明 含 い い を考え WLA 使用

外 ECDIS 何 いう疑問 起さ TWCWG S-104 S-111 両方 使

用さ 可能性 あ ン (complex pick report)

開 を注視  

 

． ． ．  TWCWG S-104製品 様 議論 

 Raphael MALYANKA TWCWG8 Web S-104 第 2.0.0版 草案 あ を周知

参 者 草案を 2024 3 15日 議長 S-104

ン を送信 う要請さ   

 

 Phil MacAulay 新 制限さ S-104 を使用 戦略 対応策を

TWCWG 議論 を 集 草案を示 議長 TWCWG 会議参 者

彼 草案を 核 要求事  を特定 ン 小さ を作

議論を通 を 展さ 場合  "S-105 "水 製品 様書を

を 案  

 

． ．  PRIMAR S-104/S-111製品 様 検討 

 Svein SKJAEVELAND PRIMAR) PRIMAR S-100 来 え S-100製品 流通を

PRIMAR S-100 Service を展開 い  S-102/S-111 製

品 既 利用可能 あ を紹  

 

PRIMAR S-100 Service 試験 得 経験 Discovery Metadata 侵

害 Security breach 関 意見を述  
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PRIMAR Portral 画面キャプチャ 

 

． ． ．  Discovery Metadata 属性 修  

 PRIMAR 彼 将来 S-100製品 例 S-104/S-111 ン 供

一定期間 契約 基 い 製品 を許可 ン

設計さ 決 一回限 購入 供 い 契約期間中 あ

変更 あ 場合 更新 を 供 う を S-104/S-

111製品 様書 設 非常 要 あ 述  

現在 う 標準 さ 作製者 製品を

ン や更新 生 作業 手動 行わ 作製機関 RENC

方 担 時間や 課題 い  

そ PRIMAR 手動 自動 省力 を Discovery Metadata

関 案を行 7  

 

  S-104/S-111 製 品 様 書  S100_DatasetDiscoveryMetadata  “replacedData”
”dataReplacement” 属性 指定を S-104/S-111 cancellation datasets 対 必要 応

(conditionally based) 条件付 必須 conditional mandatory”) 修  

 

  replaceedData=True ， ン cancellation dataset) 作製者

 
7 Paper for Consideration by S-104PT/S-111PT：S100_DatasetDiscoveryMetadata attributes 

replacedData and dataReplacementConditional mandatory proposal 

https://primar.ecc.no/primar/portal/ccw/
https://iho.int/uploads/user/Services%20and%20Standards/TWCWG/TWCWG8/TWCWG8_2024_4.2.a_EN_S104PT_S111PT_ReplacedData%20and%20dataReplacement%20contitional%20mandatory%20proposal.pdf
https://iho.int/uploads/user/Services%20and%20Standards/TWCWG/TWCWG8/TWCWG8_2024_4.2.a_EN_S104PT_S111PT_ReplacedData%20and%20dataReplacement%20contitional%20mandatory%20proposal.pdf
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，顧 ン期間 終了 替 利用を無償 許可  

 

更新や ン 作業 効率的 処理さ 方 担軽減 期待

 

 

． ． ．  侵害 い  

 PRIMAR S-100 ン を詳 明 S-104/S-111

侵害 関 案8を  

 

S-100 ン を い  

現在 S-104 S-111 ン 実装 参考情報 さ い そ

さ ン をさ 詳細 述 時 あ   

 

あ ン う S-104 S-111 を

い う あ ン 考慮 侵害

確認さ S-104 び S-111 ン 方法を決定 前 検討さ

い  

 

特定さ 侵害 深刻 考え 場合 S-104/S-111

ン を 更新

実装を検討 必要 あ  

 

方法 望 い 製品 様を明確 ン さ

さ い を明確 定義 必要 あ  

 

 最後 PRIMAR ン 大 違

さ い を強調 そ 議題 WENDWG14 2024 2 開

催 議論さ 予定 あ を周知 TWCWG S-104/S-111

WENDWG 議論を踏 え 再検討 必要 あ いう認識 一致  

   

． ．  S-111製品 様 第 2.0.0版 向 作業 

 Raphael MALYANKA 米国 S-111製品 様 第 1.2.0版 2.0.0版 変更内容 留意事

を 明  

 議長 S-111第 2.0.0版 草案を参 者 共 う Raphael 要請 参 者 共

さ 草案を 2024 3 15日 議長 S-111 ン

を送信 う 要請さ  

 

S-111製品仕様 第 1.2.0 第 2.0.0版 変更点 

 

8 Paper for Consideration by S-104/S-111: Cancellation support clarification 

https://iho.int/uploads/user/Services%20and%20Standards/TWCWG/TWCWG8/TWCWG8_2024_4.2.b_EN_S104%20and%20S111%20Cancellation%20support%20clarification.pdf
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章 内容 

1.3 update references;  
 - registry producer code URL replaced with main page URL 
 - citation of S-100 WG7 paper removed and usage sentences updated (register is 
now active in the GI registry) 

1.4 Annex B (add. Terms) removed, selected terms added in 1.4 

4.5.3 deleted 4.5.3 (summary of ISO/S-100 spatial types) 

5.1 added new WGS84 realizations and UTM codes 

6.4 updated validation check Annex F for consistency with S-100 validation group 

7.2.1 removed ISO metadata files(Parts 7.2.1, 8.2.6) 

7.2.5 added information about digital signatures 

7.4 added material on producing series datasets 

7.7 clarifications for S-98 compliance  

7.7.1 add Requirements for visual interoperability 
- same CRS are an underlying S-101 ENC 
- must be consistent with S-104 dataset 

7.7.2 add Requirements for harmonized user experience 
- No spatial overlap between S-111 datasets from the same producers. 
- cross compatibility checks in S-158 or S-98 must be satisfied, 

8 aligned to S-100 5.2.0 (esp. Parts 17, 15, 8); 

8.4 fileless cancellation 

9.2.4 increased minimum speed in size formula for portrayal 
-Floor for arrow size calculation increased to 1.5knots to improve arrow visibility. 
Color band remain the same 

9.3.3 guidelines for portrayal of time series point data and ungeorectified grids 

9.9 updated portrayal catalogue structure 

10.2 Provide for non-uniform time series with moving platforms (DCF4) 

10.2.2 - new fill value for date-time attribute 
- described encoding for optional data value attributes 

12.3 added restriction on length of string attributes in metadata  

12.3.1 added verticalCoordinateBase embedded metadata for S-100 consistency 

F added use case (Use of S-111 to reduce fuel consumption and emissions) 

G-4 added paragraph about propelled platforms 

I-1 new sample SVG (for new 5.2.0 SVG schema) 

J-7 added tabular pick report outline 

 

． ．  作業部会 連携 

 議長  [Dual Fuel Concept for S-100 ECDIS Review を 修 案 あ 後日送

https://iho.int/uploads/user/About%20IHO/Council/S-100_ImplementationStrategy/S-100%20Roadmap_Annex4_v1.0_May2023.pdf
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付 議長 出 う 参 者 要請 出期限 2024 13 日 あ

TWCWG ン 議長 2024 3 15日 S-100WG Julia Powell

Yong Baek 送信さ 予定 あ  

 

． ．  S-100 Part10c Metadata File Name 

 Raphael MALYANKA 米国 S-100 Part10C 改訂を報告 S-104/S-111 製品 様

HDF5形式を採用 い S-100 Part10C 準拠 い TWCWG 周知さ

S-100 Part10C い HDF5形式 root metadata 属性 必須

あ 任意 metadata 属性 付 ISO を 述

属性 あ 現在 ECDIS 実装 phase1) い ISO

使用 想定さ い い そ 彼 属性値を任意 変更 案を

metadata 属性 入力を省略可能 さ 検証 除外 う 明

 

 

． ．  S-104 & S-111製品 様開 状況 

 IHO 海水路委員会(NSHC) 第26回潮汐作業 TWG26) い 表さ S-104/S-

111 展 関 国 ン ンを議長 紹  

 

   Germany's plans for S-104 and S-111 products 

ン  NSHC TWG26 - Development status of S-104 & S-111 

ン   NLHO S-1XX Stacked data trial production 

ン Baltic Sea e-nav Shared Waters same Standards 

 

． ．  潮汐 水 流 作成手法 形式 関 ン 結果 

SU-MIN AN 韓国 韓国水路部 S-104 S-111 関 2024 2 実 ン

結果を報告 ン 結果 S-104 び S-111 製品を作製 い 盟国

少 い 製品 様 関 的 議論 協力 必要 あ や 作製方

法 標準 必要性 指摘さ  

回 ン を 回 会議前 実 合意さ  

 

．  IHO決議 IHO海図 様 

． ．  IHO 決議 

IHO M-3  決議 DATUMS AND BENCH MARKS 関 Felipe SANTANA

特 非潮汐域 海図基準面 焦点を当 表  

 

． ．  IHO海図 様 

IHO海図 様 GEOGRAPHIC POSITOINS(B-131) 一貫性を持 TIDAL 

LEVELS  B-406.1 文中 to the nearest minutes を to the nearest minutes as minimum

修 案さ  

 

．  IOC活動報告 

． ．  2024 能 半島地震 

 南部 裕 日 2024 能 半島地震 伴う津波や地殻変動 概況を 明 隆起

https://www.bshc.pro/wp-content/uploads/2024-02-06_TWG26_Germany_S104-S111_status.pdf
https://www.bshc.pro/wp-content/uploads/NSHC_TWG26_DK_S104S111.pdf
https://www.bshc.pro/wp-content/uploads/NSHC_TWG26_S1XX-Stacked-data-trial-production-Netherlands.pdf
https://www.bshc.pro/wp-content/uploads/TWG26_Baltic-Sea-e-nav_2024-02-06.pdf
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港 被害状況や周辺海域 水深減少 海洋情報部 う 緊急対応を実 い い

明  

  

 能力開  

 Ruth FARRE 副議長 南 潮汐 関 ン 教材 中国語翻訳版

ン語翻訳版 完成 を報告  

 

 Peter Stone (NOAA) 中央 海水路委員会 MACHC 政府間海洋学委員

会 IOC 国際海事機関 IMO 米国海洋大気庁 NOAA 協力を得 ン

や い 2023 11 13日～17日 ン語話者 潮汐ワ

を開催 を報告  

 

 そ  

．1 作業部会 連携 

． ．  水路測 作業部会 HSWG 連携 

 S-44 潮汐観測 不確 さ uncertainties) 関 非常 限定的 情報 述さ い

第 6.1.0版 流向 Water Flow Direction) 流 Water Flow Speed)観測 不確 さ 言及

い 現在 基準を再定義 水 関 新 い基準を追 可能性 指摘さ

HSWG 版 刊行 向 準 い 従 TWCWG 設

立さ い 会議 い 水 流 不確 さを う 計算 議論 必要性

確認さ 回会議 TWCWG9 ン 開催さ 案さ  

 

． ．  品質管理作業部会 DQWG 連携 

 議長 DQWG18 S-104 S-111 関 表 機会 あ 述 さ S-104

S-111 製品 様 品質 章を や い DQWG

議長 連絡を あ 報告さ  

 

．  験潮所 必要最 限  

Elizabeth Bradshaw PSML) 管理 水 そ

う 集 を 理解 供給者 適 さ 集約

者 を入手 優先経路を確立 利用者 そ う

処理 さ い う 利用 そ 誰 績 を確実 把握

う 必要 あ 水 関 ン を実 い

を紹  

   

 ワ ン 付 事 (ToR) 手 規則 ROP  

．  TWCWG ワ ン 更新 

  TWCWG ワ ン 2024-2025 修 案 合意さ  

．  TWCWG 付 事 手 規則 

 付 事 TOR 改訂 必要性 い 見 さ 手 規則 ROP い 性

中立(gender-neutral) 表現 を目的 Chairmanship] Chair 修 さ  

 

 回開催予定 

https://www.surveymonkey.com/r/marinedataflow
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 回開催国 定 

開催日程 2024 11 予定  

 

 閉会 

 議長 参 者全員 感謝 閉会を 言  
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参 者  

 

国 組織 前 

Argentina SERVICIO DE HIDROGRAFIA NAVAL Fernando OREIRO 

Australia AUSTRALIAN HYDROGRAPHIC OFFICE Zarina JAYASWAL 

Brazil DIRETORIA DE HIDROGRAFIA E NAVEGAÇÃO 
(DHN, Directorate of Hydrography and Navigation) 

Felipe SANTANA 

Canada CANADIAN HYDROGRAPHIC SERVICE Dave RIEDEL 

Canada CANADIAN HYDROGRAPHIC SERVICE Phillip MACAULAY 

Canada CANADIAN HYDROGRAPHIC SERVICE Sonja BHATIA 

Chile SERVICIO HIDROGRAFICO Y 
OCEANOGRAFICO DE LA ARMADA 

Carmina 
GONZALEZ  

Chile SERVICIO HIDROGRAFICO Y 
OCEANOGRAFICO DE LA ARMADA 

Eugenio SAN 
MARTIN 

Denmark DANISH GEODATA AGENCY - 
GEODATASTYRELSEN (GST) 

Nicki ANDREASEN 

Denmark DANISH GEODATA AGENCY - 
GEODATASTYRELSEN (GST) 

Kristian KRISTMAR 

Denmark - Keld 
QVISTGAARD 

Finland FINNISH TRANSPORT AND COMMUNICATIONS 
AGENCY 

Jyrki MONONEN 

Finland Finnish Meteorological Institute Anni JOKINIEMI 

France SERVICE HYDROGRAPHIQUE ET 
OCEANOGRAPHIQUE DE LA MARINE 

Gaël ANDRÉ 

France SERVICE HYDROGRAPHIQUE ET 
OCEANOGRAPHIQUE DE LA MARINE 

Alexa LATAPY 

France SERVICE HYDROGRAPHIQUE ET 
OCEANOGRAPHIQUE DE LA MARINE 

Stephanie 
DESMARE 

Germany BUNDESAMT FUR SEESCHIFFFAHRT UND 
HYDROGRAPHIE 

Maybritt MEYER 

Germany BUNDESAMT FUR SEESCHIFFFAHRT UND 
HYDROGRAPHIE 

Andreas BOESCH 

Indonesia HYDROGRAPHY AND OCEANOGRAPHY 
CENTRE, INDONESIA NAVY (Pushidrosal) 

Candrasa surya 
DHARMA 

Indonesia HYDROGRAPHY AND OCEANOGRAPHY 
CENTRE, INDONESIA NAVY (Pushidrosal) 

Nadia ZAHRIA 
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Indonesia HYDROGRAPHY AND OCEANOGRAPHY 
CENTRE, INDONESIA NAVY (Pushidrosal) 

Billy YANFETO 

Italy ISTITUTO IDROGRAFICO DELLA MARINA  
(Italian Hydrographic Institute) 

LUCA REPETTI 

Italy ISTITUTO IDROGRAFICO DELLA MARINA 
 (Italian Hydrographic Institute) 

Antonietta IZZO 

Italy ISTITUTO IDROGRAFICO DELLA MARINA  
(Italian Hydrographic Institute) 

Paola PICCO 

Japan Japan Coast Guard (JCG) Masahiro NAMBU 

Netherlands HYDROGRAPHIC SERVICE - ROYAL 
NETHERLANDS NAVY 

Richard Flapper 

Netherlands HYDROGRAPHIC SERVICE - ROYAL 
NETHERLANDS NAVY 

Ronald KUILMAN 

New Zealand LAND INFORMATION NEW ZEALAND (LINZ) Jennifer COPPOLA 

Norway Norwegian Mapping Authority Hilde Sande 
BORCK 

Peru DIRECCION DE HIDROGRAFIA Y NAVEGACION Fernando VELA  

Republic of 
Korea 

KOREA HYDROGRAPHIC AND 
OCEANOGRAPHIC AGENCY (KHOA) 

Haneul KIM 

Republic of 
Korea 

KOREA HYDROGRAPHIC AND 
OCEANOGRAPHIC AGENCY (KHOA) 

Sungsan PARK 

Republic of 
Korea 

KOREA HYDROGRAPHIC AND 
OCEANOGRAPHIC AGENCY (KHOA) 

Sumin AN 

Romania DIRECTIA HIDROGRAFICA MARITIMA Petrica POPOV 

South Africa South African Navy Hydrographic Office (SANHO) Ruth FARRE 

Spain INSTITUTO HIDROGRAFICO DE LA MARINA 
(IHM) 

Sylvia COSTA 

Sweden SJOFARTSVERKET (SWEDISH MARITIME 
ADMINISTRATION) 

Thomas 
HAMMARKLINT 

UK UNITED KINGDOM HYDROGRAPHIC OFFICE Luke PLATTS 

UK UNITED KINGDOM HYDROGRAPHIC OFFICE Chris JONES 

USA Office of Coast Survey / National Ocean Service 
(OCS/NOS)  

Greg SEROKA 

USA Office of Coast Survey / National Ocean Service 
(OCS/NOS)  

Erin NAGEL 

USA National Oceanographic and Atmospheric Carl KAMMERER 
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Administration (NOAA) 

USA National Oceanographic and Atmospheric 
Administration (NOAA) 

Peter STONE 

USA National Oceanographic and Atmospheric 
Administration (NOAA) 

Gary MITCHUM 

USA NATIONAL GEOSPATIAL-INTELLIGENCE 
AGENCY (NGA) 

Gilman 
OUELLETTE 

USA COMMANDER, NAVAL METEOROLOGY AND 
OCEANOGRAPHY COMMAND (CNMOC)  

Kurtis REDDING 

- WR Systems Edward WEAVER 

- SevenCs Hendrik 
GOEHMANN 

- PRIMAR Svein 
SKJAEVELAND 

- PRIMAR Tonje MEVATNE 

- Portolan Sciences Raphael 
MALYANKAR 

- Permanent Service for Mean Sea Level  Chanmi KIM 

- Permanent Service for Mean Sea Level Elizabeth 
BRADSHAW 

- Permanent Service for Mean Sea Level  Andrew 
MATTHEWS 

- Japan Hydrographic Association  Harumi TAKA 

- Japan Hydrographic Association  Hideo NISHIDA 

- - Francisca 
QUIJADA 

- - Boseul PARK 

- - ALL4LAND 2 

- - ALL4LAND 2 

- - Thomas 
CROPPER 
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Ⅵ 東 水路委員会運営委員会 EAHC SC  

East Asia Hydrographic Commission Steering Committee   
 

 会議 称  第 10回東 水路委員会運営委員会 

 開催期間  和 6年 3 6日 水 ～  8日 金  
 開催地   ン ネ  

 出席者   一般 団法人日 水路協会 国際業務部長 馬場 典夫 

 各国出席者 東 水路委員会加盟国及び国際水路機関事務局 ほ 関係団体 表者

ン ン参加 含 約 50  

 

 会議概要 

会議 現 EAHC 議長 あ ン ネ 水路部 部長 開会さ い IHO事務
局部長 John Nyberg 氏 挨拶 あ い ン ネ 国 表 ン ネ

海軍事務総長 挨拶 紹 さ 挨拶 中 年 能 半島 生 地

震 い 言及さ 復 及び防災 水路学 重要性 述 会議 良い結果 得 こ

期待 こ 述  

 

 前回 EAHC運営委員会 結果 い  

会議 開始 先立ち 議長国 あ ン ネ 前回会議 主 結果 振 返

 

 

 議事次第 採択 

議事次第案 ン 提案 表 序 変更さ 外 案 通 採択さ

 

 

 IHO 報告 

IHO事務局 Nyberg部長 IHO わ 最近 動向 い 報告さ 加盟国

要請 紹 さ  

IHO 回章 タ 返信 

WEND100 従 S100 地域コ ネ タ  

EWH 及び支援 

IHO E-learning 献 

MSI タ 提供 

11 開催さ GEBCO Week 2024 参加 

DCDB タ提供 

IHO Strategic Plan ン ッ  

 

 

 Strategic Team Advance Roadmap (STAR) 報告 

EAHC 組 あ EAHC 組織改編 ッ 策定 い

国 日 報告 さ 改編さ 組織構造や各付託事 等 い 議論 さ  

ン ネ 現在 総会 運営委員会 参加 表者 い 水路部長 参加

い こ い 必要性 課題 い 意見 述 組織改編 い 意見 国
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あ こ 加盟国 検討 必要 再度 日 各国 意見照会さ こ

提案さ  

会場 TRDC 業務 IRCCや CBSC 決定さ 事 あ 点 留意 必要 あ

意見 あ  

 

 東 地域電子海 調整センタ EA-RECC 報告 

EA-RECC 国 あ 中国香港 EA-RECC 組 い 報告さ  

WENDWG14 結果 EAHC S101コ ネ タ 及び S100 コ ネ－タ 確

認 さ S100 韓国 担い S101 ン ネ 担うこ 提案さ

S57 現コ ネ タ 香港 S101 コ ネ タ ン ネ 分 い

こ 懸念 示さ 会議 要請 香港 各国 協力 得 こ 期待 S101 コ

ネ タ こ 了 香港 2026年 WENDWG16 定  

 

 IHO ン 革新 術研究所 

ン MPA 開設さ IHO ン 革新 術研究所 組 状況 ン

報告さ  

 

 

 研修調査開 センタ 理事会 TRDC-BOD 報告 

コ ネ タ あ ン ネ 員会 先立ち 日 ン ネ 島

い ッ 形式 開催さ 第 13回研修調査開 センタ 理事会会議 報告 さ

 

現在 体制 EAHC コ ネ タ ン ネ TRDC 理事会 議長 ン

ネ TRDC理事会副議長 中国 務 い  

ン ネ EAHC コ ネ タ 役割 地域外 調整 TRDC 理事会議長 地域

内 事業 あ 連携 必要 あ こ 国 務 こ 望 次年度

中国 EAHC 議長 こ EAHC コ ネ タ 議長 言 あ

他国 異論 あ  

2023年 活動 報告 あ 2024年 関係 組 紹 さ  

UKHO 進 地域内 Leader Ship  

ン ネ ャ タ S57~S101 移行 S101セ 開催 

ン 術訪問  

 ン 術訪問 い IHO 算 議長副議長 他 日 自費 参加

こ 表明さ 他 国 い 自費 参加 あ 場合連絡 こ 求 時

期 い ン 調整 こ 報告さ  

 S101 セ い ン ネ セ EAHC 算制約 ン ネ

担 開催 こ 説明さ  

Leader Ship い UKHO 補足説明 さ EHAC 含

こ ン ネ 提案さ  

 

 

 IHO総会及び理事会 IRCC WENDWG 結果 

IHO総会及び理事会 IRCC WENDWG あ 議題 い ン ネ 報告さ
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課題 い 議論さ  

ン ネ CBSC 事業 い 2023年 実施 事業 2024年 実施 こ 可

能 あ こ 前回 CBSC 会議 確認さ EAHC 内 事業特 ン 術訪

問 い 適用さ こ 確認さ  

各国 S101 準備状況 い 集 次回ＳＣ 機会 共 こ ン ネ

提案さ S101コ ネ タ 回章 加盟国 送付 こ  

 

 2027-2030年 IHO次期戦略計画 

2021-2026年 IHO戦略計画 振 返 2027-2030年 IHO次期戦略計画 地域 ン

ッ い 議論さ  

ン ネ SPI 進捗 い 報告 必要 あ 日 次回 IRCC SPI 関

ン ン 行わ こ 行う必要 あ こ 指摘さ  

 

 海 安全情報 MSI  

海 安全情報 い NAVAREAXIコ ネ タ 日 最近 状況 い 報告

あ NAVAREAXIコ ネ タ 要請 各国 進 こ 求  

各国 MSI い コンタ ン 指 NAVAREA XI コ ネ タ 密

連絡 維持 こ  

セ セ ン ン 協力 こ  

NAVAREA XI 研修 参加 こ  

S124Ver2 認 こ  

ン ネ 2024 研修計画 い 質問 あ 2024 年 計画 い 将来 研修

い 備え い い 日 説明 さ  

 

 S-101 タ 移行準備状況 

地域内 S101 タ 移行状況 い 中国 情報共 さ  

中国 情報共 い 感謝 述 経験 関係者 共 さ こ 期待さ 参加者

言 あ  

 

 日 災害管理経験 

日 年 生 能 地震 い 概要 海洋情報部 組 紹 さ

 

ン ネ 日 組 地震 対応 重要 組 あ こ 示 い こ

述  

IHO事務局 Yong Baek 加盟国 経験 水路当局 海洋災害 対応 重要性 IHO
共 こ 重要 あ 言 さ  

 

 産業界 報告 

CARIS S100 い 紹 さ ESRI ArcGIS Maritime 紹 あ

EAHC向 Custom Chart Builder 紹 さ い  

https://esriho.maps.arcgis.com/home/index.html 
 

 

https://esriho.maps.arcgis.com/home/index.html
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 EAHC協定 改定及び付託事  

EAHC協定並び 付託事 改定 い 国 説明さ  

EAHC協定 主 点 あ EAHC 範 規定方法及び加入手 い 議論さ 引

議論さ こ  

主 点 現在 EAHC 範 規定 海 称 行わ こ い 韓国

IHO 地域水路委員会 規定 あ 国際海 (INT) 範 置 換え 主張 海域定義

変更 参加国 や 含 こ 並び 加入 い 懸念

示さ  

地域内 国及び地域 加入手 い 現在 手 加入 加盟国 総意 必要

こ こ IHO 加盟 認 長 中国

意 得 加盟 い状況 い 改定案 地域内 IHO 加盟国あ い 地域

自動的 加盟国 こ 提案さ い 中国 対 合意 い状況

い  

改正 い場合 現在 EAHC協定 効 あ こ 確認さ  

 

 海洋地理空間情報作業部会 MSDI WG 報告 

海洋地理空間情報作業部会 報告 韓国 さ  

 

 Seabed2030 進捗 

地域内 Seabed2030 ェ 進捗及び Crowd Source Bathymetry い

Seabed2030 地域事務所 あ NZ Mackay Kevin 氏 報告さ 2024 年 開催さ

GEBCO及び CSB会議 EAHC 参加 要請さ  

日 加盟国 Seabed2030 タ提供 推奨さ  

ン ネ 質問 対 CSB 提供さ ン 費用

必要 あ こ Kevin氏 説明さ  

 

 報告 

参加 UK 米国 ン 活動

い 情報共 さ  

IHO ン あ EAHC 加盟 こ 強 望 協定

改定 加盟資格 議論 期待 こ 述  

UK IC-ENC 運営員会 開催さ こ 紹 さ  

 

 EAHC加盟状況等 

加入 中国 認待ち あ こ 進捗 い 報告 さ  

 次 EAHC 副議長 い 確認 あ EAHC 常設事務局 あ 日 前回 ＳＣ

ネ 副議長 こ 決 い こ 報告さ  

常設事務局 い ＥＡＨＣ 新着情報 更新 さ い いこ 指摘さ

情報 更新 議長及び副議長並び 地域 共 情報 あ 加盟国 提供 こ

要請さ  

 

 次回会議 開催場所 開催時期 

次回会議 開催場所及び時期 い 他 候補 中国 来年
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こ 表明  

 

 EAHC総会 開催場所及び時期 

第 15回 EAHC総会 開催場所及び時期 い ン ネ 2025年 9 ン ネ

開催 場 議長 中国 引 説明 あ  

 

 閉会 

EAHC議長 挨拶 会議 閉会さ  

 

 

 

 

EAHC SC10 様子 
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               E-mail   cho-sa@jha.jp                
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